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32 万 市 民 に よ る 自 然 環 境 調 壺
報 告 書
9嘉 富 山 市 科 学 文 化 セ j-9 一
あ し、 さ つ
酸 性 雨 、 オ ゾ ン 層 破 壊 、 森 林 破 壊 、 砂 漠 化 、 温 暖 化 な ど 地 球 レ ベ ル の 環 境 変 化 が
進 ん で い ま す 。 私 た ち の 身 の 回 り の 自 然 状 況 も 年 々 変 化 し て い ま す 。 30 年 ほ ど 前 に
は 、 メ ダ カ や フ ナ 、 ホ タ ル や ト ン ボ な ど 様 々 な 生 物 が 普 通 に 見 ら れ ま し た 。 し か し 、
生 活 様 式 が 変 化 し 、 農 業 や 工 業 の 近 代 化 に つ れ 、 生 物 の 顔 ぶ れ も 変 化 し て い ま す 。
自 然 の 中 に 起 き て い る こ れ ら の 変 化 を 記 録 す る こ と に よ り 、 身 近 な 自 然 や 環 境 に
さ ら に 関 心 を 深 め て い た だ く た め 、 平 成 3 年 か ら 「 32 万 市 民 に よ る 自 然 環 境 調 査 」
を 行 っ て き ま し た 。 こ こ に 調 査 か ら 分 か っ た 富 山 の 自 然 の 状 況 を 報 告 い た し ま す 。
こ の 調 査 を き っ か け に 郷 土 富 山 市 の 自 然 を 知 り 、 自 然 と 人 間 生 活 と の 調 和 の あ り 方
を 考 え て い た だ け れ ば 、 幸 い と 考 え て お り ま す 。
な お 、 こ の 調 査 に は 、 毎 年 延 ぺ 80 名 の 市 民 の 方 か ら 、 ボ ラ ン テ ィ ア 調 査 員 と し
て 、 多 数 の 報 告 を い た だ き ま し た 。 ま た 、 富 山 市 内 の 全 小 学 校 の 5 年 生 に も 調 査 員
と し て 参 加 し て い た だ き ま し た 。 さ ら に 、 寄 せ ら れ た 3 万 件 に も お よ ぶ デ ー タ の 入
力 や と り ま と め に は 、 科 学 文 化 セ ン タ ー の ボ ラ ン テ ィ ア の 方 々 の ご 協 力 を い た だ き,. 
ま し た 。 こ の 場 を お 借 り し て 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。
,. 
富 山 市 科 学 文 化 セ ン タ ー
館 長 倉 谷 寛
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3  2 万 市 民 に よ る 自 然 環 境 調 査
は じ め に
私 た ち を と り か こ む 身 近 な 自 然 環 境 や 生 活 環 境 は 、
昔 に 比 べ る と 私 た ち が 気 が つ か な い う ち に 、 か な り 変
化 し て お り 、 こ れ か ら も 変 化 し て い く と 推 測 さ れ ま す 。
例 え ば 、 30 年 前 は 富 山 市 内 に 普 通 に 見 ら れ た フ ナ や メ
ダ カ が ほ と ん ど 見 ら れ な く な っ て し ま い ま し た 。 反 面 、
当 時 ほ と ん ど 見 ら れ な か っ た セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ や
コ ウ ラ ナ メ ク ジ が ず い ぶ ん 増 え た よ う で す 。 生 き 物 の
分 布 の よ う す も 私 た ち の 知 ら な い 間 に ど ん ど ん 変 化 し
て い ま す 。 ま た 、 「 酸 性 雨 」 と い う 言 葉 が よ く 聞 か れ
る よ う に 、 最 近 は 自 然 環 境 へ の 関 心 が ず い ぶ ん 高 ま っ
て き て い ま す 。
そ こ で 、 現 在 の 富 山 市 の 自 然 環 境 を 記 録 し 、 時 間 の
移 り 変 わ り に と も な っ て 生 物 の 顔 ぶ れ や 身 の 回 り の 環
境 が 変 化 す る こ と を 知 っ て も ら う た め 、 富 山 市 民 に 呼
び か け 、 こ の 調 査 を 行 い ま し た 。 こ の 調 査 を 通 し て 、
自 然 と 人 間 生 活 と の 調 和 の あ り 方 、 自 然 と の つ き あ い
方 を 考 え て い た だ き た い と 思 い ま す 。
調 査 の 概 要
1. 調 査 の 期 間 ・ 調 査 員
調 査 は 平 成 3 年 7 月 か ら 平 成 7 年 10 月 ま で 、 5 年 間 行 い
ま し た 。 調 査 当 初 は 、 一 般 コ ー ス の み で ス タ ー ト し ま
し た が 、 平 成 4 年 度 か ら は 市 内 の 小 学 校 5 年 生 を 対 象 と
し た 小 学 生 コ ー ス も 開 始 し ま し た 。
表 1 コ ー ス 別 の 調 査 員 数
一 般 コ ー ス 小 学 生 コ ー ス
緑 451 人 緑 5,610 人
水 248 水 5,054 
星 座 3,938 
空 気 290 
苧三 1,49 
閃 i 98 霜 16,101 
悶 56 閥 8,495 
一 般 は 、 5 年 間 の 継 続 調 査 員 と 各 年 の 新 調 査
員 の 合 計 。 小 学 生 は 、 4 年 間 の 各 年 の 合 計 。
実 質 人 数 は 、 2 つ 以 上 の コ ー ス に 参 加 し て い
る 人 も 1 人 と し て 計 算 。
一 般 コ ー ス で は 、 5 年 間 継 続 し て 調 査 し て い た だ き 、
調 査 員 数 は 、 50 人 以 上 に も の ぼ り ま し た （ 表 1) 。 ま
た 、 小 学 生 コ ー ス は 毎 年 富 山 市 内 の ほ ぼ 全 て の 学 校 か
ら、 4 年 間 で 80 人 以 上 も 参 加 し て い た だ き ま し た 。
2. 調 査 項 目 と 調 査 の 内 容
一 般 コ ー ス の 調 査 は 、 方 法 が や さ し く 、 家 族 で 気 軽
に 参 加 で き る 以 下 の 3 つ の コ ー ス を 設 定 し 、 各 コ ー ス
の 中 で 地 域 に よ る 違 い や 、 将 来 変 化 が 予 想 さ れ る 項 目
を 選 び ま し た 。 小 学 校 5 年 生 の 調 査 項 目 は 、 調 査 時 の
安 全 性 も 考 慮 し 、 緑 コ ー ス の 一 部 （ タ ン ボ ポ 、 カ タ ッ
ム リ 、 セ ミ 、 カ エ ル ） 、 水 コ ー ス の ホ タ ル と ハ グ ロ ト
た。
(1) 緑 コ ー ス
私 た ち を と り ま く 生 物 の 変 化 を 記 録 す る も の で 、 身
近 に 見 ら れ る 動 植 物 を 中 心 に 、 分 布 、 季 節 変 化 な ど を
調 査 し て い た だ き ま し た 。 特 に 生 物 の 種 類 に つ い て は 、
①  人 の 目 に つ き や す く 、 ま ち が い な く 同 定 が で き そ
う な も の 。 ② 富 山 市 内 で の 分 布 範 囲 が あ る 程 度 広 く 、
発 見 し や す い も の 。 ③ 環 境 の 指 標 性 が は っ き り し て
い て 、 将 来 生 息 状 況 の 変 化 が 予 想 さ れ る も の を 条 件 に
選 び ま し た （ 表 2) 。
植 物 で は 、 タ ン ポ ポ ・ セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ・ ヒ ガ
ン バ ナ ・ キ シ ョ ウ プ 等 、 動 物 で は 、 セ ミ ・ カ タ ツ ム リ ・
ダ ン ゴ ム シ ・ カ エ ル ・ サ ギ ・ カ ッ コ ウ 等 を 調 査 対 象 生 曇 、
物 に 選 び 、 発 見 し た 生 物 名 、 発 見 場 所 、 区 画 番 号 、 発
見 年 月 日 を 報 告 し て い た だ き ま し た 。 な お 、 ホ タ ル と
ハ グ ロ ト ン ボ は 、 水 コ ー ス と 共 通 の 調 査 項 目 で す 。
(2) 水 コ ー ス
富 山 市 内 の 身 近 な 河 川 で あ る 、 い た ち 川 、 松 川 、 白
岩 川 な ど 10 河 川 を 中 心 に 、 土 手 の 状 態 、 透 明 度 、 ホ タ
ル 、 水 草 等 、 手 軽 に 観 察 で き る 項 目 を 調 査 し ま し た 。
(3) 空 気 コ ー ス
空 気 コ ー ス は 富 山 市 の 大 気 や 気 象 等 を 調 査 す る も の
で 、 「 星 座 ウ ォ ッ チ ン グ 」 、 「 酸 性 雨 」 、 「 積 雪 」 、 「 気 温 」
の 4 つ の 項 目 を 調 査 し て い た だ き ま し た 。 小 学 生 コ ー
ス で は 、 「 星 座 ウ オ ッ チ ン グ 」 と 「 積 雪 」 の 調 査 を し
て い た だ き ま し た 。
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表 2 緑 コ ー ス の 調 査 項 目
H 3  H 4  H 5  H 6  H 7  
調 査 項 目
一 般 ＇ ！I  小 学 一 般 -1 iI 小 学 一 般 ＇ ！I  小 学 一 般 I！  小 学一 般
タ ン ポ ポ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜植 キ シ ョ ウ プ ゜ ゜ ゜ ゜  ゜セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ ゜ ゜  ゜ ゜ ゜ヒ ガ ン バ ナ ゜ ゜  ゜ ゜ ゜ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ ゜  ゜ ゜ ゜物 秋 の 七 草 ゜（ フ ジ バ カ マ ） ゜ ゜  ゜ガ マ ゜ ゜カ タ ツ ム リ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ i  ゜ナ メ ク ジ ゜ ゜ ゜ I  ダ ン ゴ ム シ ゜セ ミ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜動 ア オ マ ツ ム シ ゜ ゜ ゜ホ タ ル ・ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ！  ゜ハ グ ロ ト ン ポ ・ 0   0  0   0  Ooi: 〇ス ズ メ バ チ の 巣 ゜~----------------------------- - - - --------- ¾I I  ----- -----r---- --------{i ---------ア マ ガ エ ル ゜ 0   0  0   0  0   i   0  0   0  ト ノ サ マ ガ エ ル ゜ 0   0  0O:! 0  0  !  0  0   0  そ の 他 の カ エ ル ゜ 0   0  i  物 --------------- - - —, ― ―  --------- ---- -----t---- ---------！ 1--------- -------- ~---------カ ッ コ ウ ゜ ゜ 8〇 j！  旦 §  カ ワ セ ミカ ル ガ モサ ギ 類 （ ア オ サ ギ 等 ） ゜ 0 1  0  !  I  I  ＊  ホ タ ル と ハ グ ロ ト ン ボ は 、 水 コ ー ス の 調 査 項 目 に も な っ て い ま す 。
ア ． 星 座 ウ ォ ッ チ ン グ
決 め ら れ た 星 が 、 肉 眼 で ど の 程 度 の 明 る さ ま で 見 え
る か を 判 定 し て も ら い 、 大 気 の 透 明 度 や 空 の 明 る さ の
程 度 を 知 る 手 が か り と し ま し た 。
イ ． 酸 性 雨
富 山 市 内 各 地 の 雨 や 雪 を 採 取 し 、 そ の 酸 性 度 を 調 べ
て 、 酸 性 雨 の 状 況 や 広 が り を 調 査 し ま し た 。
ウ ． 積 雪
富 山 市 内 の 積 雪 の 深 さ を 日 ご と に 計 っ て も ら い 、 地
域 に よ る 積 雪 の 特 徴 等 を 調 べ ま し た 。
エ ． 気 温
人 の 活 動 の 影 響 で 、 市 街 地 で は 郊 外 に 比 べ て 気 温 が
高 く な る 現 象 が 見 ら れ 、 こ れ を ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象
と 呼 ん で い ま す 。 富 山 市 内 で も こ の 現 象 が 見 ら れ る か
ど う か を 、 夏 と 冬 に 調 査 し ま し た 。
3. 調 査 区 域
調 査 区 域 は 富 山 市 全 域 で 、 図 1 の よ う に 富 山 市 を 240
区 画 に 区 分 し 、 各 調 査 員 の 報 告 を そ れ ぞ れ の 区 画 毎 に
集 計 し ま し た 。
4. デ ー タ の コ ン ピ ュ ー タ に よ る 検 索
調 査 結 果 は 、 コ ン ピ ュ ー タ に 入 力 し ま し た 。 な お 、
調 査 開 始 か ら 平 成 7 年 3 月 頃 ま で の デ ー タ は 、 科 学 文 化
セ ン タ ー 2 階 展 示 室 「 ア ク ア コ ム 」 の コ ン ビ ュ ー タ で
項 目 ご と に 調 査 結 果 が 検 索 で き ま す 。
5. 報 告 会 等
調 査 結 果 は 毎 年 集 計 し 、 報 告 書 と し て ま と め 、 年 度
毎 に 報 告 会 を 開 催 し ま し た 。 ま た 、 併 せ て 、 そ の 年 の
調 査 説 明 会 を 開 催 し ま し た 。 緑 コ ー ス で は 、 自 然 観 察
会 を 開 催 し 、 酸 性 雨 で は 、 分 析 会 を 開 き ま し た 。
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図 l 調 査 区 画 （ 数 字 は 、 代 表 的 な 区 画 番 号 を 示 し ま す ）
各 コ ー ス の 調 査 結 果 の 概 要
1  .  緑 コ ー ス
5 年 間 の 調 査 に よ り 、 富 山 市 の 代 表 的 な 生 物 の 分 布
が わ か っ て き ま し た 。
植 物 ： セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ や セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ が 市
内 に 広 く 生 育 し て い る こ と や 、 エ ゾ タ ン ポ ポ や フ ジ バ
カ マ の 分 布 が 限 ら れ て い る こ と が 分 か り ま し た 。
動 物 ： ア プ ラ ゼ ミ 、 ッ ク ッ ク ボ ウ シ 、 ノ ト マ イ マ イ 、
多 く 、 川 底 に は ゴ ミ が い つ も 見 ら れ る 状 態 で し た 。 水
草 は 適 度 に 生 え 、 水 辺 に は 、 ホ タ ル や ハ グ ロ ト ン ボ は
少 な い こ と も わ か り ま し た 。 市 街 地 の 河 川 で は 、 特 に
こ の よ う な 傾 向 が 強 い と 言 え ま す 。
3. 空 気 コ ー ス
星 座 ウ ォ ッ チ ン グ ： 市 内 の 夜 空 の 明 る さ は 富 山 駅 か ら
窟 山 イ ン タ ー に か け て の 地 域 が 最 も 明 る ＜ 、 市 の 最 南
ア マ ガ エ ル 、 カ ッ コ ウ な ど が 広 く 分 布 し 、 ア オ マ ツ ム 部 ・ 南 東 部 が 最 も 暗 い こ と が 分 か り ま し た 。
シ や ア マ サ ギ が 分 布 を 広 げ 、 一 時 は ほ と ん ど 見 ら れ な
か っ た ハ グ ロ ト ン ボ が 増 え つ つ あ る こ と も わ か り ま し
た 。 ヘ イ ケ ボ タ ル も 広 い 範 囲 に 分 布 し て い る こ と が わ
か り ま し た 。 ア オ サ ギ や コ サ ギ な ど の サ ギ 類 が 神 通 川
や 常 願 寺 川 周 辺 に 広 く 分 布 し 、 カ ワ セ ミ が 神 通 川 周 辺
に 生 息 し て い る こ と も 分 か り ま し た 。
富 山 市 の 環 境 と 生 物 の 関 係 ： 多 く の 生 物 が 市 街 地 、 住
宅 地 、 水 田 の 各 環 境 か ら 見 ら れ ま し た 。 市 街 地 に は 公
園 な ど の 緑 地 が 適 度 に 残 っ て い る こ と や 、 川 や 用 水 路
が 網 の 目 の よ う に 入 り 込 み 水 辺 が あ る こ と 等 が こ の よ
う な 結 果 を も た ら し た と 思 わ れ ま す 。 富 山 市 の 自 然 環
境 は 著 し く 都 市 化 が 進 ん で い な い と も 言 え ま す 。
酸 性 雨 ： 11 月 ,-..,1 月 に か け て の 冬 の 調 査 で は 酸 性 雨 が
強 ま る 傾 向 が あ り 、 7 月 の 調 査 で も 強 い 酸 性 雨 が 観 測
さ れ た 年 が あ り ま し た 。 ま た 、 市 の 中 央 部 よ り 周 辺 部
で 強 い 酸 性 雨 が 降 る 傾 向 が 見 ら れ ま し た 。
積 雪 ： 調 査 期 問 全 般 に 降 雪 量 は 少 な く 暖 冬 で 推 移 し ま
し た 。 雪 の 降 り 方 で は 、 平 成 5 年 度 は 海 岸 部 に 比 べ て
内 陸 部 で 雪 が 多 く 降 る 傾 向 が 見 ら れ た の に 対 し 、 平 成
6 年 度 は 市 内 全 域 域 で 同 程 度 の 降 雪 が あ り 、 地 域 差 が
少 な か っ た こ と が 特 徴 で し た 。
気 温 ： 平 成 6 年 度 と 7 年 度 の 結 果 か ら 、 夏 ・ 冬 と も 市 街
2. 水 コ ー ス 地 は 郊 外 よ り も 気 温 が 高 く 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 現 象 が
富 山 市 内 の 小 河 川 の 多 く は 、 河 川 改 修 な ど で 土 手 等 富 山 市 で も 起 き て い る こ と が 分 か り ま し た 。
の 川 の 様 子 が 変 化 し て い ま す 。 水 は 濁 っ て い る こ と が
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緑 コ ー ス の 調 査 結 果
富 山 市 内 の 身 近 な 生 物 が ど の よ う に 分 布 し て い る か を 調 べ ま し た 。
調 査 を 通 じ 、 一 般 調 査 員 の 方 か ら 約 6 千 件 、 小 学 生 か ら は 約 2 万 3 千 件 、 合 わ せ て 約 2 万 9 千 件 の デ ー タ を お 寄 せ
い た だ き ま し た （ 表 3) 。 こ れ ま で に お 寄 せ い た だ い た 多 く の デ ー タ か ら 、 生 物 の 分 布 が 分 か る よ う に な っ て き ま
し た 。
表 3 調 査 対 象 生 物 の 報 告 件 数
、ロ '. 庶' =計
'11! 2, ~5 ': 
い 生 い 物 ： 巴 咤 ； し ふ , , l芦  ， 1般 沃 小  学 生 喜 庭 旦 計
カ タ ツ ム リ 576 3068 364 タ ン ポ ポ 1 ) 53 419 6035 
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ボ 121 2739 2860 ガ イ ラ イ タ ン ボ ボ 341 341 工 ゾ タ ン ボ ボ 29 1230 1259 シ ロ バ ナ タ ン ポ ボ 1 6  29 245 ニ ホ ン タ ン ポ ポ 4 1  45 
ノ ト マ イ マ イ 274 143 1707 ウ ス カ ワ マ イ マ イ 105 403 508 ヒ ダ リ マ キ マ イ マ イ 52 74 ニ ッ ボ ン マ イ マ イ 57 692 26 
オ オ ケ マ イ マ イ 7  209 106 ナ ミ ギ セ ル 2  9 2  
カ ン サ イ タ ン ポ ポ 1  1  カ ン ト ウ タ ン ボ ボ 1  1  
チ ャ イ ロ オ ト メ マ イ マ 2  2  
イ 7 309 
セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ 475 ナ  メ  ク  ジ 147 2 32 
キ シ ョ ウ プ 15 ナ メ ク ジ 95 
ヒ ガ ン バ ナ 269 コ ウ ラ ナ メ ク ジ 52 
ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ 109 
ガ マ ，  
ヒ メ ガ マ 1  
秋 の 七 草 ”
ス ス キ 82 
ク ズ 76 ハ ギ 3 ) 22 
カ ワ ラ ナ デ シ コ 1 9  
フ ジ バ カ マ 55 
フ ジ バ カ マ 栽 培 品 2  
オ ミ ナ エ シ / 3  
ワ ラ ジ ム シ 31 3  
オ カ ダ ン ゴ ム 、 ン 1 95 
セ グ ロ コ シ ビ ロ ダ ン ゴ 8  
ム シ 94 
ワ ラ ジ ム シ 3  
ヒ メ フ ナ ム シ 13 
カ エ ル 689 456 5235 
ア マ ガ エ ル 435 39 3834 
ト ノ サ マ ガ エ ル 173 1027 1 20 
ウ シ カ エ ル 10 2  12 
そ の 他 の カ エ ル 7 1  18 189 
キ キ ョ ウ 6  サ ギ 120 
そ の 他 の 植 物 7   6  13 ア オ サ ギ 52 
コ サ ギ 267 
十9毬河
セ ミ 798 1 0 3 0  10823 
ア プ ラ ゼ ミ 359 492 530 1  
ッ ク ッ ク ボ ウ シ 217 1893 210 
ミ ン ミ ン ゼ ミ 58 164 172 
ニ イ ニ イ ゼ ミ 95 1024 119 
ヒ グ ラ シ ’ 48 379 427 
そ の 他 の セ ミ 1 6   1 2 8  144 
ホ タ ル 3 585 6 1 8  
ヘ イ ケ ボ タ ル 1 9  31 30 
ゲ ン ジ ボ タ ル 7  249 256 
チ ュ ウ サ ギ 10 
ア マ サ ギ 45 
ダ イ サ ギ 85 
ゴ イ サ ギ 63 
シ ラ サ ギ 56 
そ の 他 の サ ギ 52 （ シ ラ サ ギ ） り (148 )  
カ ル ガ モ 54 
カ ワ セ ミ 8  
カ ッ コ ウ 25 
そ の 他 の 鳥 17 
そ の 他 の 動 物 1   1   2  
そ の 他 の ホ タ ル 7  25 32 
ト ン ポ 46 8 1 4  860 
ハ グ ロ ト ン ボ 40 716 756 
そ の 他 の ト ン ボ 6  98 104 
ア オ マ ツ ム シ
ス ズ メ バ チ の 巣
そ の 他 の 昆 虫 2 1  14 I  16 
l ) エ ゾ タ ン ポ ポ 、 シ ロ パ ナ タ ン ポ ポ 、 カ ン サ イ タ ン ポ ポ 、 カ ン ト ウ タ ン ポ ポ 、 ニ ホ ン タ ン ポ ポ は 在 来 タ ン ポ ポ
と し 、 セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ 、 ガ イ ラ イ タ ン ポ ポ は 外 来 タ ン ポ ポ と し た 。
2) フ ジ バ カ マ 以 外 は 平 成 4 年 の み 調 査 。
3) ヤ マ ハ ギ と 回 答 さ れ た も の も 含 む 。り コ サ ギ 、 チ ュ ウ サ ギ 、 ア マ サ ギ 、 ダ イ サ ギ 、 シ ラ サ ギ の 報 告 を 合 計 し た も の 。
• そ の 他 ～ に は 、 対 象 生 物 以 外 の 名 前 が 記 入 さ れ た も の と 、 迎 称 （ 例 え ば セ ミ ） で 報 告 さ れ た も の を 含 む 。
・ 空 欄 は 未 調 査 。
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◆  植 物 ◆  
タ ン ポ ポ 類 （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
4 月 に な る と 黄 色 い 花 を 咲 か せ る タ ン ポ ポ は 、 ど こ
に で も あ っ て 、 春 を 象 徴 す る 草 花 と 言 え ま し ょ う 。 花
が 終 わ っ た 後 に で き る ラ ッ カ サ ン 型 の 果 実 は 、 風 に 吹
か れ て 種 を 運 び ま す 。 こ の タ ン ポ ポ に は 、 日 本 の も の
す み 着 い た も の と が あ り ま す 。
両 者 は 、 花 時 の 総 包 片 の 開 き 方 で 、 比 較 的 簡 単 に 区 別
で き る こ と か ら 、 こ れ を も と に し て 、 在 来 タ ン ポ ポ と
外 来 タ ン ポ ポ と に 分 け て 報 告 し て い た だ き ま し た 。 外
来 と 在 来 の 報 告 件 数 は 、 一 般 調 査 員 の 方 か ら 寄 せ ら れ
た も の で 、 外 来 種 459 件 、 在 来 種 10 件 で し た 。 在 来 夕
ン ポ ポ は 、 見 つ か り に く い こ と が 分 か り ま す 。
調 査 の 結 果 、 外 来 タ ン ポ ボ （ セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ と ア
カ ミ タ ン ポ ポ が 含 ま れ る ） は 、 水 橋 地 区 と 呉 羽 地 区 か
ら の 情 報 が 不 足 し て い ま す が 、 市 内 に 広 く 分 布 し て い
る 様 子 が う か が え ま す 。 一 方 、 在 来 タ ン ポ ポ （ エ ゾ タ
ン ボ ボ 、 シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ 、 カ ン サ イ タ ン ポ ポ 、 カ ン
ト ウ タ ン ポ ポ と 報 告 さ れ た も の を ま と め た ） の 生 育 地
は 、 市 の 中 部 か ら 北 部 に 限 ら れ て い る ら し い こ と が 分
か り ま し た 。 在 来 タ ン ポ ポ が 生 育 す る 42 区 画 の う ち 、
外 来 タ ン ポ ポ も 同 じ 場 所 に 生 え て い る こ と を 示 す 地 点
は 18 地 点 あ り 、 在 来 タ ン ポ ポ の あ る 群 落 に は 、 外 来 夕
ン ポ ポ も 混 在 し て い る か 、 非 常 に 近 い と こ ろ に 生 育 し
て い る こ と が 分 か り ま し た 。
在 来 タ ン ポ ポ の う ち 、 シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ は 、 市 中 心
部 か ら 北 部 に か け て 点 在 し て 生 育 し て い ま す 。 197 年
に 把 握 さ れ て い た 地 点 が 、 磯 部 町 の 2 ヶ 所 の み で し た
の で 、 シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ は 、 現 在 富 山 市 で 勢 力 を 拡 大
し つ つ あ る と 考 え ら れ ま す 。
小 学 5 年 生 の 方 か ら の 報 告 は 、 外 来 タ ン ポ ポ が 2717
件 、 在 来 タ ン ボ ボ が 1427 件 あ り 、 両 種 と も 富 山 市 内 全
域 か ら 報 告 さ れ て い る こ と が 分 か り ま し た 。 し か し 、
在 来 タ ン ポ ポ の 分 布 状 況 が 、 一 般 の 調 査 結 果 と 大 き く
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在 来 タ ン ポ ポ の 分 布 （ 一 般 ）
シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ の 分 布 （ 一 般 ）
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外 来 タ ン ポ ポ の 分 布 （ 小 学 生 ）
在(*3:: 釦.,.. ン ［ ポ 小 ポ 字 生 ） •- L-• -7 ，  ;. • •I .  -.. ヽ f"' .. ． ） ・ .  .  .  .  I  : • ．  Ir.,. ．  ＇ ．． • .  ,. ．． 9 會 ．  
＼  "'• .  ●  Iヽ  ．． .  . /・ 叫 ・ c-. 
r 、 .  •. r.. I  レ ．． ．． )  .  -. ,/ ｀ー・ ‘  ．． • ．． ．． • Ir ・ ．、 ●  ≫  ＼． ．． ●  ●． /  、. .  ．． ,. .  ．． ．． ．． ,. •' ..... ．． ¥  ,  .  .  .  .  -・ ,. •'· ．．｀ • IW, ~  ` -ゞ ．． レ ピ .• .  .』 .  . .  .  [\• I  • l'i ．  ヽ .. . • ．． ‘● .  マ・ !fr 、● ．ヽ ．｀ ．  ．． ．  ！ ヽ ・ ．． I  
re:: t;- 一 I  ,. 、. .  ．． .  .、
{(. ト ・ ．． ヽ ●、、• • ¥. .  .  ゞ・一 、¥'i.I/ ●  ．． ●-’ ＼  - • I  ＼｀ ~" -・7 符 芯 ： 147 ...., r-- If 戸 こ 、::-.. -．  
外 来 タ ン ポ ポ の 分 布 （ 一 般 ） 図 6 在 来 タ ン ポ ポ の 分 布 (,J 哨 を 生 ）
- 6 -
食 い 違 う 結 果 と な っ て い ま す 。 小 学 生 デ ー タ を 調 べ て
み る と 、 夏 や 秋 に も 在 来 タ ン ポ ポ が 多 数 報 告 さ れ て お
り 、 外 来 タ ン ポ ポ あ る い は 、 タ ン ポ ポ で な い も の も 含
ま れ て い る 恐 れ が あ り ま す 。
セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6,7) 
セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ は 、 北 ア メ リ カ 原 産 の 帰 化 植
物 で す 。 空 き 地 や 河 川 敷 な ど の 開 け た 場 所 で 、 秋 に 黄
色 い 花 を つ け 、 多 数 集 ま っ て 生 育 し て い る 様 子 は た い
へ ん 目 立 ち ま す 。 草 地 の あ る 環 境 を 示 し ま す 。
こ れ ま で に 、 46 件 の デ ー タ が 寄 せ ら れ ま し た 。
分 布 図 か ら 市 内 の い た る と こ ろ に 生 育 し て い る こ と
が 分 か り ま す 。 森 林 が 広 が っ て い る 呉 羽 丘 陵 地 帯 と 水
橋 お よ び 月 岡 地 区 の 水 田 地 帯 で は 目 立 た な い よ う で す 。
「 多 数 生 育 （ 群 生 ） す る 」 、 「 点 在 す る 、 小 群 落 」 な ど
r るの コ メ ン ト も い た だ き ま し た 。 「 多 数 生 育 （ 群 生 ） す」 と 報 告 を い た だ い た 区 画 番 号 は 34( 千 原 崎 ） 、 40
（ 城 川 原 ） 、 65( 中 島 ） 、 151( 藤 ノ 木 ） 、 174( 北 代 ） 、 185
（ 山 室 ） で す 。
，  
15 年 位 前 ま で は 、 鉄 道 沿 い の 草 地 は 一 面 セ イ タ カ ア
ワ ダ チ ソ ウ に お お い つ く さ れ て い る 光 景 が し ば し ば 目
に さ れ ま し た 。 し か し 、 最 近 は 、 こ の よ う な 光 景 は あ
ま り 見 ら れ な い よ う で す 。
セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ は 、 植 物 の 生 え て い な い さ ら
地 の 状 態 か ら 少 し 草 が 生 え は じ め た 頃 に 、 猛 烈 に 繁 殖
し ま す が 、 5 年 程 で そ の 場 が ス ス キ や ヨ モ ギ の 草 地 に
変 化 し て い く こ と が 観 察 さ れ て い ま す 。 し た が っ て 、
5 年 間 分 を ま と め た 分 布 図 に は 、 植 物 が 消 え て い っ た
情 報 も 残 っ て い る た め に 、 生 育 地 点 は 少 し 多 め に 表 現
さ れ て い る か も し れ ま せ ん 。 今 後 同 一 地 点 の 植 生 の 変
化 を 追 っ て い く こ と も 重 要 で あ る と 考 え ら れ ま す 。
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図 7 セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ の 分 布
キ シ ョ ウ プ （ 調 査 年 度 ： 3,456,7) 
こ れ ま で に 、 154 件 の デ ー タ が 寄 せ ら れ ま し た 。
毎 年 、 調 査 開 始 時 期 (6 月 ） が 、 キ シ ョ ウ プ の 開 花
時 期 を や や 過 ぎ る 頃 で あ る た め 、 や や デ ー タ の 集 ま り
に く い 条 件 で し た 。 全 体 的 な 分 布 傾 向 は 、 は っ き り と
は 分 か り ま せ ん が 、 市 の 中 心 部 や 住 宅 地 に も 、 意 外 に
生 育 し て い る こ と が 分 か り ま す 。 ち ょ っ と し た 用 水 に
も 、 こ の 植 物 が 生 育 で き る 水 辺 が あ る こ と が 分 か り ま
す 。 区 画 番 号 171 ( 二 口 地 域 ） で は 群 生 す る と い う 報
告 を い た だ き ま し た 。
水 ぎ わ に 生 え る 植 物 で あ る た め 、 泥 の た ま っ た 水 路
や 水 辺 の 存 在 を 示 し ま す 。 帰 化 植 物 で 生 育 環 境 が 広 い
の で 、 必 ず し も 自 然 度 の 高 い 水 辺 を 指 標 し て い る と は
い え ま せ ん 。 森 林 地 域 の 呉 羽 丘 陵 か ら の 報 告 が な い 点
は 理 解 で き ま す が 、 そ の 他 の 水 田 地 帯 か ら は 報 告 が あ
り ま せ ん 。
キ （ 王 シ 年 ョ 只r"J7' 一炉 I -- -.-_,・ ＼● ・-, 、I' 、 ,, - -9  」 ． ＼  
,,- .  .  ¥  ( .  ；  i  '→ 
¥ ' "  . )  ●, I • l  .. 
,.. ~·· ，  '-- ~ • ヘ、 .  _  _. ●, ... ．  ．  I  I  • I   I  - ,. ．． •/ ．  ．  ●、 1 I   .  
¥  I  ．． ●  ','' '- ．． •  • I  t  L 、．  ●  ●’ ●｀ ｀  ●  ．． ＼ ＇ ．． -• r  .,_ .  ヽ・ .  ¥, '•" •に-, .  ./ ,,,,.. ヽ．． ，  •. r,• 9●  ¥  ．． ,・,, ，； 、 ... ．． ．ヽ ．  • 1', ．／ .' Ii/ 、. ヽ .• • ．． ．． /I ヽ ．  • • • J! - 亡 ―- ヽ ．  ＼  lヽ I  I  ，、 ヽ ‘‘ I • ¥.、 ．  ・¥ -. ,_ ¥' 
I/ .  -.  ＇ ，  ＼  
i" JC;,A ,.1 "  ．ーヽ r-- I  ..  ,. ．  .'・ .. 
図 8 キ シ ョ ウ プ の 分 布
ヒ ガ ン バ ナ （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
9 月 -10 月 に 土 手 や 畦 に 真 っ 赤 な 花 を つ け 、 よ く 目
立 つ 植 物 で す 。 ヒ ガ ン バ ナ の 球 根 は 、 昔 は 作 物 が 不 作
の 時 の 非 常 用 食 物 と し て 、 人 家 の 近 く に 植 え ら れ て い
ま し た 。 し か し 含 ま れ て い る 毒 成 分 を 充 分 に 洗 い 流 さ
な い と 危 険 で あ る こ と か ら 、 食 べ 物 に 不 自 由 し な い 現
在 は 、 人 の 手 を 離 れ 、 野 生 化 し て い る も の ば か り で あ
る と 考 え ら れ ま す 。
こ れ ま で に 、 26 件 の デ ー タ が 寄 せ ら れ ま し た 。
分 布 図 か ら 、 市 内 の 住 宅 地 に は 普 通 に 生 育 し て い ま
す が 、 水 橋 地 区 や 藤 ノ 木 地 区 、 月 岡 地 区 な ど 水 田 が 広
が っ て い る 場 所 や 呉 羽 丘 陵 の 森 林 が 広 が っ て い る 場 所
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図 9 ヒ ガ ン バ ナ の 分 布
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に は 、 分 布  し て い な い か ま れ な よ う で す 。 水 田 が 広 が っ
て い る 田 尻 地 区 ( 3 ) 、 今 泉 地  区 ( 72 ) か ら は 見 つ か ら な
い  と い  う 報 告 を い た だ き ま し た 。
彼 岸 花  の 開 花 時 期 と 名 前 の 由 来 で あ る 秋 の お 彼 岸
( 9 月 23 日 前 後 ） に 咲 く 花 と の 関 係 を 確 か め る た め 、 過
去 5 年 間 の 花 の 観 察 日 の 頻 度 分 布 を 表 示 し て み ま し た 。
報 告 件 数 は 、 調 査 を 開 始 し た 19 1年 に 多 く 、 徐 々 に 減 っ
て い ま す が 、 例 年  、 9 月 23 日 を 中 心 に 開 花 し 、  富  山 県
で は 、 「 彼 岸 花 」  は 、 名 前 と 述 和 感 の な い 咲 き 方 を し
て い る こ と が 分 か り ま し た 。 ま た 、 1 0 月 に 入 っ て も 次 々
と 花 穂 を 出 し て 咲 き 続 け て い る 様 子  が  う か が え ま す 。
異 常 と も 言 え る 冷 夏 だ っ た 1 93 年 は 、 観 察 日 が 全 体 的
に 3 日 程 早 く な っ て い る の に 対 し 、 猛 暑 と 水 不 足 だ っ
た 194 年 は 、 開 花 日 に は 変  化 が あ り ま せ ん 。  ヒ ガ ン バ
ナ の 開 花 日 は 、 冷 夏 で 早 ま る の か も し れ ま せ ん 。
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図 10 ヒ ガ ‘ノ パ ナ の 報 告 日 分 布 （ ヒ ガ ソ パ ナ の 開 花  日 ）
フ ジ パ  カ マ （ 調 査 年 度  ： 4, 5 ,  6 ,  7) れ ま し た 。
全 国 的 に は 絶 滅 が 心 配 さ れ て い る 植 物 で 、 ス ス キ の 見 つ か っ た フ ジ バ カ マ の 多  く は、 川 の 堤 防 や 用 水 路
生 え る よ う な 草 地  に 生 え て い ま す 。 茎 や 葉 を 切 っ て 放 っ
て お く と 、 良 い 香 （ 桜 餅 の  よ  う な 香 ）  が す る の が 特 徴
で す  。 秋 の 七 草 と し て 知 ら れ て お り 、 昔 は 多 数 集 ま っ
て 生 育 し て い る 絵 図 が 描 か れ る な ど 、 身 近 な 植 物 で あ っ
た よ う で す 。
こ れ ま で に 、 5 件 の デ ー タ が 寄 せ ら れ ま し た 。 予 想
し て い た よ り も 、 は る か に 多 く 生 育 し て い る こ と が 分
か り ま し た 。 観 察 期 間 の 4 年 の 間 に  は 、 開 発 さ れ て し
ま  っ た 生 育 地  （ 区 画 番 号 9: 岩 瀬  地  域  ） や 刈 り と  ら れ  て
な く な っ た 場 所 ( 1 、 8 、 2 1 :  い ず れ も 岩  瀬 地 域 ） が 報 告 さ
れ た 反 面  、 新 た に 出 現 し た 生 育 地 ( 1 04 :  奥 田 ） も 見 ら 図 11 フ ジ パ カ マ の 分 布
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の そ ば 、 時 に は 空 き 地 に 生 育 し て い る と の こ と で す 。
こ の よ う な 環 境 は 、 草 刈 り や 流 失 、 年 に よ る 植 生 の 移
り 変 わ り と い っ た 、 変 化 の 激 し い 草 地 で す 。 フ ジ バ カ
マ は 、 自 然 や 人 に よ っ て 維 持 さ れ て い る 草 地 に 生 え 、
そ こ で 短 期 間 に 生 育 し 、 ま た 新 た な 草 地 へ 種 子 を 飛 ば
す と い う 、 移 動 し な が ら の 生 活 を し て い る 植 物 で あ る
と 言 え そ う で す 。 富 山 市 内 に は 、 そ の よ う な 、 い わ ば
「 荒 れ 野 原 」 が 点 在 す る よ う で 、 フ ジ バ カ マ の よ う な
風 来 坊 的 な 生 活 を す る 野 生 植 物 が 生 育 で き る 環 境 が あ
る こ と を 物 語 っ て い ま す 。
な お 、 類 似 の ヒ ヨ ド リ バ ナ と 混 同 さ れ た デ ー タ が 多
少 入 っ て い る 心 配 が あ り ま す 。
ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ （ 調 査 年 度 ： 3,45,6 7) 
こ こ 、 10 数 年 の う ち に 急 速 に 広 ま っ た ヨ ー ロ ッ パ 原
産 の 帰 化 植 物 で す 。 春 先 に 花 を つ け 、 タ ン ポ ポ が 生 えr る よ う な 日 当 た り の 良 い 場 所 に 多 数 集 ま っ て 生 え て い
ま す 。 4 月 の わ ず か な 期 間 に し か 地 上 に 姿 を 見 せ ず 、
葉 の 色 が 薄 い 紫 褐 色 で 、 全 体 に 暗 い 感 じ の す る 植 物 で
あ る た め 、 あ ま り 馴 染 み の な い 植 物 だ っ た か も し れ ま
せ ん 。 富 山 に 入 っ て 年 数 の 浅 い 植 物 の 現 在 の 分 布 を と
ら え 、 今 後 の 広 が り 方 を 知 る た め の 資 料 に し た い と 考
え て 、 調 査 対 象 に あ げ ま し た 。
,.. 
そ の 結 果 、 こ れ ま で に 、 107 件 の デ ー タ が 寄 せ ら れ 、
市 内 の 中 心 部 に は 、 ご く 普 通 に 見 ら れ る こ と が 分 か り
ま し た 。 郊 外 か ら の 報 告 は 少 な く 分 布 は 広 が っ て い な
い よ う に 見 え ま す 。 し か し 、 こ の 植 物 の 花 期 が 4 月 の
み で あ る た め に 、 あ ま り 広 範 な デ ー タ が 集 ま っ て い な
い た め と も 考 え ら れ ま す 。
「 群 生 す る 」 と 報 告 さ れ た 区 画 は 6 区 画 、 35( 蓮 町 ） 、
49( 宮 尾 地 域 ） 、 16( 西 富 山 ） 、 145( 羽 根 ） 、 185( 堀 ） 、 1
86( 横 内 ） で し た 。
今 後 、 こ の 植 物 が ど の よ う に 広 が っ て い く の か 、 あ
る い は 消 え て い く の か 、 注 目 し て い き た い も の で す 。
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図 12 ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ の 分 布
ガ マ （ 調 査 年 度 ： 6, 7) 
ガ マ は 休 耕 水 田 や 泥 の 停 滞 が 著 し い 溝 な ど に 生 育 し
て い ま す 。 フ ラ ン ク フ ル ト ソ ー セ ー ジ を 連 想 さ せ る ガ
マ の 穂 は 、 遠 く か ら も 目 に と ま り ま す 。 ガ マ が 広 い 範
囲 に 生 え て い る 場 合 は 、 比 較 的 植 生 自 然 度 の 高 い 水 辺
が あ る と 考 え ら れ ま す 。
2 年 間 の 調 査 で デ ー タ は 9 件 集 ま り ま し た 。 市 街 地 か
ら の 報 告 は な く 、 分 布 は 郊 外 に 点 在 し て い ま す 。 市 内
で は 、 比 較 的 ま れ な 植 物 で あ る よ う で す 。 ガ マ が 生 え
る ほ ど 人 手 の 加 わ ら な い 水 辺 、 湿 地 が 大 変 少 な い こ と
を 表 し て い る と 考 え ら れ ま す 。 一 方 、 報 告 さ れ た 区 画
に は 、 植 生 自 然 度 の 高 い 植 生 が あ る 可 能 性 の あ る こ と
か ら 、 そ の 様 子 を 再 調 査 す る と 失 わ れ か け て い る 自 然
を 再 発 見 で き る か も し れ ま せ ん 。
ガ マ に は 、 3 種 あ っ て 、 穂 の 細 い も の は ヒ メ ガ マ 、
穂 が 太 く て 葉 の 幅 が 2cm 程 の も の が ガ マ 、 穂 が 太 め で
葉 の 幅 1 cm の も の は コ ガ マ で す 。 岩 瀬 地 区 の デ ー タ
（ 区 画 番 号 2) は 、 「 穂 が 細 い 」 と い う コ メ ン ト か ら ヒ メ
ガ マ だ と 言 え ま す 。
図 13 ガ マ の 分 布
秋 の 七 草
山 上 憶 良 が 「 秋 の 野 に 咲 き た る 花 を お 指 折 り か き 数
ふ れ ば ～ 」 と 詠 ん で 以 来 、 秋 の 七 草 と 言 わ れ る よ う に
な っ た 植 物 は 、 ハ ギ 、 ス ス キ 、 ク ズ 、 ナ デ シ コ 、 オ ミ
ナ ェ シ 、 フ ジ バ カ マ 、 キ キ ョ ウ （ 朝 顔 ） で す 。 こ の う
ち 、 フ ジ バ カ マ は 8 ペ ー ジ に 述 べ ま し た 。 そ の 他 の 6 種
は 、 平 成 4 年 1 年 間 の み の 調 査 で 寄 せ ら れ た デ ー タ か ら
作 ら れ た 分 布 図 で す 。 調 査 期 間 が 短 か か っ た た め に 、
調 査 さ れ な か っ た 地 域 が 多 く 残 っ て い る も の と 思 い ま
す 。
ハ ギ （ ヤ マ ハ ギ と 回 答 さ れ た 報 告 を 含 む ） （ 調 査 年 度 ： 4) 
ハ ギ は 丘 陵 地 近 く の 林 縁 や 堤 防 の 草 地 に 生 え る 植 物
で す 。 時 に 、 道 路 の 法 面 に 植 え ら れ る こ と も あ り ま す 。
夏 か ら 秋 に か け て 、 赤 紫 色 の 小 さ な 花 を た く さ ん 咲 か
せ 、 秋 の 訪 れ を 感 じ さ せ る 植 物 の 一 つ で す 。
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デ ー タ は 2 件 寄 せ ら れ ま し た 。 ス ス キ や ク ズ に 比 べ
て 、 報 告 数 が 少 な い こ と か ら 、 市 内 で は や や 珍 し い 植
物 で あ る よ う で す 。
図 14 ハ ギ の 分 布
ス ス キ （ 調 査 年 度 ： 4) 
デ ー タ は 82 件 寄 せ ら れ ま し た 。 市 街 地 と 老 田 や 月 岡 、
針 原 、 岩 瀬 、 水 橋 な ど の 水 田 地 帯 か ら は 報 告 が な く 、
あ ま り 目 立 た な い よ う で す 。 こ れ ら の 地 域 を の ぞ く と 、
ス ス キ は 市 内 に 広 く 分 布 し て い る よ う で す 。 あ ち こ ち
の 空 き 地 や 河 川 敷 な ど で 、 秋 に は 白 い 尾 花 が 風 に 揺 れ
て い る 様 子 が う か が え ま す 。
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図 15 ス ス キ の 分 布
ク ズ （ 調 査 年 度 ： 4) 
河 川 敷 や 路 傍 、 丘 陵 地 の 林 の 縁 に ご く 普 通 に 見 ら れ
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図 16 ク ズ の 分 布 図
る 、 ツ ル 性 の 植 物 で す 。 大 き な 丸 い 葉 が 3 枚 づ つ つ く
の が 特 徴 的 で す 。
デ ー タ は 76 件 寄 せ ら れ ま し た 。 分 布 は ス ス キ と よ く
似 て い ま す 。 と り わ け 、 河 川 敷 で は 目 立 つ よ う で す 。
カ ワ ラ ナ デ シ コ （ 調 査 年 度 ： 4) 
石 と 砂 か ら な る 環 境 に 限 っ て 出 て く る 植 物 で す 。 急
流 河 川 の 扇 状 地 河 川 敷 に よ く 見 ら れ ま す 。
デ ー タ は 19 件 寄 せ ら れ ま し た 。 常 願 寺 川 や 神 通 川 の
中 流 河 川 敷 に 分 布 し て い る よ う す が よ く 分 か り ま す 。
図 17 カ ワ ラ ナ デ シ コ の 分 布
オ ミ ナ ェ シ （ 調 査 年 度 ： 4) 
デ ー タ は 、 丘 陵 地 の ス ス キ 草 地 に ま れ に 見 ら れ る 植
物 で す 。 野 生 状 態 で 見 ら れ る こ と は 、 め っ き り 少 な く
な っ て し ま い ま し た 。 デ ー タ は 3 件 寄 せ ら れ ま し た 。
太 田 南 町 、 藤 木 に 分 布 し て い る よ う で す 。
図 18 オ ミ ナ ェ シ の 分 布
キ キ ョ ウ （ 調 査 年 度 ： 4) 
丘 陵 地 の ス ス キ 草 地 や 雑 木 林 の 林 縁 に ま れ に 生 え る
植 物 で 、 現 在 野 生 状 態 で 見 ら れ る こ と は 非 常 に ま れ で
す 。 一 方 、 栽 培 さ れ る こ と は ご く 普 通 に 行 わ れ 、 分 布
図 に 示 さ れ た 地 点 で も 再 調 査 を 行 っ て 、 環 境 を 調 べ て
野 生 か ど う か を 確 認 し て お く 必 要 が あ り そ う で す 。 栽
培 さ れ て い た 株 か ら 種 子 が こ ぼ れ て 市 街 地 に 広 ま る こ
と は よ く あ る こ と で す 。 生 物 の 分 布 に 人 間 が 大 き く 影
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ヽ
ヽ
響 を 及 ぼ し て い る 例 で し ょ う 。 デ ー タ は 6 件 寄 せ ら れ
ま し た 。
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セ ミ 類 （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
セ ミ に つ い て は 、 調 査 全 期 間 を 通 じ ア プ ラ ゼ ミ の 報r 告 が 最 も 多 く 、 ほ ぼ 富 山 市 内 全 域 か ら 報 告 が あ り ま し
た 。 ま た 、 ッ ク ッ ク ボ ウ シ も ア プ ラ ゼ ミ 同 様 に 多 く 報
告 が あ り 、 ほ ぼ 富 山 市 内 全 域 に み ら れ る こ と が わ か り
ま し た 。 次 い で 、 ニ イ ニ イ ゼ ミ 、 ヒ グ ラ シ の 報 告 が 多
く 、 そ の 中 で は ニ イ ニ イ ゼ ミ が 山 間 で は 少 な い も の の
全 域 に ま ん べ ん な く み ら れ 、 ヒ グ ラ シ は 少 し ま ば ら に
な る よ う で す 。 こ れ も 全 調 査 期 間 同 様 で す 。 ミ ン ミ ン
ゼ ミ は 、 主 に 郊 外 か ら 報 告 が よ せ ら れ ま し た 。 チ ッ チ
ゼ ミ と ハ ル ゼ ミ の 2 種 の セ ミ は 市 内 で は た い へ ん 少 な
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図 21 ツ ク ッ ク ポ ウ シ の 分 布
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図 19 キ キ ョ ウ の 分 布
物 ◆
い よ う で 、 山 林 地 か ら 報 告 が あ り ま し た 。 小 学 生 か ら
の 報 告 で は 、 エ ゾ ゼ ミ と ク マ ゼ ミ の 報 告 が 1 件 ず つ よ
せ ら れ ま し た 。 ど ち ら も 可 能 性 は あ り ま す が 、 誤 り の
可 能 性 も あ り ま す 。
ま た 、 小 学 生 の ミ ン ミ ン ゼ ミ の 報 告 は ほ ぼ 市 内 全 域
か ら あ り 、 チ ッ チ ゼ ミ が 郊 外 か ら 広 く 報 告 が あ り ま し
た 。 こ れ ら の 中 に は 、 ニ イ ニ イ ゼ ミ と の 名 前 の と り 間
違 い な ど の 誤 り が 含 ま れ て い る 可 能 性 が あ り ま す 。
ア オ マ ツ ム シ （ 調 査 年 度 ： 5,6, 7) 
ア オ マ ツ ム シ に つ い て は 、 呉 羽 丘 陵 周 辺 を 中 心 に 市
内 の 広 い 地 域 数 力 所 か ら 報 告 が あ り ま し た 。 市 街 地 や
呉 羽 丘 陵 の み で な く 、 郊 外 に も 少 し ず つ 広 が っ て い る
よ う で す 。
図 22 ア オ マ ツ ム シ の 分 布
ス ズ メ パ チ の 巣 （ 調 査 年 度 ： 6, 7) 
2 年 間 調 査 し て い た だ い た 昆 虫 で す 。 郊 外 か ら が 多
い の で す が 市 街 地 か ら も 報 告 が あ り ま し た 。 こ れ ら は 、
キ イ ロ ス ズ メ バ チ か コ ガ タ ス ズ メ バ チ の 巣 と 考 え ら れ
ま す が 、 市 内 で は 全 域 に 見 ら れ る も の と 思 わ れ ま す 。
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図 23 ス ズ メ バ チ の 巣 の 分 布
ホ タ ル （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6,7) 
ホ タ ル は 昔 、 市 内 の あ ら ゆ る 場 所 で み ら れ 夏 の 風 物
詩 で し た が 、 一 時 期 、 ほ と ん ど 姿 を 消 し て し ま い ま し
た 。 と こ ろ が 近 年 、 と こ ろ に よ っ て は ホ タ ル が 復 活 し
て き た と い う 話 が 聞 か れ ま す 。 こ の 5 年 間 の 調 査 結 果
で は 、 市 街 地 を 除 く 広 い 地 域 か ら ヘ イ ケ ポ タ ル 発 見 の
報 告 が よ せ ら れ ま し た 。 多 数 の 個 体 が 見 ら れ る 場 所 は
多 く は な い よ う で す が 、 少 数 個 体 の 発 生 地 は 市 内 全 域
に 広 く 存 在 す る よ う で す 。 ゲ ン ジ ポ タ ル は 、 郊 外 に 上
今 町 な ど 数 力 所 の 産 地 が 存 在 す る よ う で す 。 小 学 生 の
方 か ら ヘ イ ケ ボ タ ル 、 ゲ ン ジ ポ タ ル と も に 市 内 全 域 か
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図 26 ゲ ン ジ ボ タ ル の 分 布 （ 一 般 ）
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ら 多 数 の 発 見 の 報 告 が な さ れ ま し た が 、 こ の 中 に は 、 図 27 ゲ ン ジ ポ タ ル の 分 布 (1J 哨 を 生 ）
特 に ゲ ン ジ ポ タ ル の 報 告 中 に は 見 誤 り が 有 る 可 能 性 が
あ り ま す 。 ハ グ ロ ト ン ポ （ 調 査 年 度 ： 5,6,7) 
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ハ グ ロ ト ン ボ は 、 か つ て は 、 ゆ る や か な 流 れ の 小 川
な ど で 普 通 に 見 ら れ た ト ン ボ で す が 、 近 年 た い へ ん 少
な く な り 、 ほ と ん ど 全 く と 言 っ て よ い ほ ど 見 ら れ ま せ
ん で し た 。 し か し 、 最 近 再 び 見 ら れ る よ う に な っ て き
た と い う 話 が 聞 か れ ま す 。 神 通 川 周 辺 と そ れ に 流 入 す
る 用 水 ぞ い か ら 、 確 実 な 報 告 が よ せ ら れ て い ま す 。 徐 々
に 戻 り つ つ あ る の は 確 実 な よ う で す 。 小 学 生 の 方 か り' ~ ;:,. ．   ヽ I  
も 、 ほ ぼ 富 山 市 内 全 域 か ら 多 数 の 発 見 の 報 告 が な さ れ
ま し た が 、 こ の 中 に は 10 月 や 11 月 の 報 告 も あ り 、 他 の
ト ン ボ と 見 誤 っ て い る 可 能 性 が あ り ま す 。
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図 24 ヘ イ ケ ボ タ ル の 分 布 （ 一 般 ）
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図 25 ヘ イ ケ ポ タ ル の 分 布 （ 小 学 生 ） 図 28 ハ グ ロ ト ン ポ の 分 布 （ 一 般 ）
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図 29 堪こ）
カ タ ッ ム リ （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
カ タ ツ ム リ は 、 観 察 し や す い 大 き さ の 動 物 で 、 ま た 、
そ れ ぞ れ の 地 方 や 環 境 に よ っ て 分 布 や 種 類 が 全 く 異 な
る 動 物 で す 。 調 査 の 結 果 、 ノ ト マ イ マ イ が 市 内 の ほ ぼr 全 域 に 多 く 見 ら れ る こ と が は っ き り し て き ま し た 。 一
方 、 外 国 か ら 入 っ た 種 類 の ウ ス カ ワ マ イ マ イ も 広 く 分
布 し て い る こ と が わ か り ま し た 。 ま た 、 ナ ミ キ セ ル ガ
イ な ど も 少 数 で す が み ら れ ま し た 。 な お 、 暑 く 乾 い た
夏 に は カ タ ツ ム リ の 観 察 事 例 が 少 な か っ た よ う で す 。
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図 30 ノ ト マ イ マ イ の 分 布 （ 全 員 ）
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図 31
ナ メ ク ジ （ 調 査 年 度 ： 4,6, 7) 
ナ メ ク ジ は 3 年 間 調 査 を し ま し た 。 外 来 の コ ウ ラ ナ
メ ク ジ は 52 件 報 告 が あ り 、 主 と し て 市 街 地 に 多 く 、 在
来 の ナ メ ク ジ は 94 件 で 市 街 地 、 郊 外 と も 広 く 報 告 が あ
り ま し た 。
図 32
図 3 コ ウ ラ ナ メ ク ジ の 分 布
ワ ラ ジ ム シ と ダ ン ゴ ム シ （ 調 査 年 度 ： 3) 
ワ ラ ジ ム シ の 仲 間 に は 、 人 間 の 影 響 を 強 く 受 け た 場
所 を 好 む 外 国 産 の オ カ ダ ン ゴ ム シ や ワ ラ ジ ム シ 、 そ れ
に 元 々 日 本 に い る 種 類 で 、 今 は 自 然 の 林 に す む コ シ ビ
ロ ダ ン ゴ ム シ や ヒ メ フ ナ ム シ な ど が い ま す 。 1 年 問 の
調 査 で 、 外 来 の ワ ラ ジ ム シ や オ カ ダ ン ゴ ム シ が 市 内 に
広 く 分 布 し て い る こ と が わ か り ま し た 。 一 方 、 コ シ ビ
ロ ダ ン ゴ ム シ は 8 件 、 ヒ メ フ ナ ム シ は 3 件 の 報 告 し か あ
り ま せ ん で し た 。
図 34 オ カ ダ ン ゴ ム シ の 分 布
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図 35 ワ ラ ジ ム シ の 分 布
カ エ ル （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
ア マ ガ エ ル と ト ノ サ マ ガ エ ル は 水 田 の 代 表 的 な カ エ
ル で 、 自 然 豊 か な 水 辺 に す む 動 物 と 言 え ま す 。 ア マ ガ
エ ル と ト ノ サ マ ガ エ ル は 、 ど ち ら も ほ ぼ 市 内 全 域 か ら
報 告 が あ り ま し た 。 一 般 、 小 学 生 と も ア マ ガ エ ル の 報
告 件 数 の 方 が 、 ト ノ サ マ ガ エ ル よ り 2 倍 以 上 も 多 く あ
り ま し た （ 表 3) 。 ア マ ガ エ ル は 産 卵 後 も 水 辺 に は ど ど
ま ら ず 移 動 す る た め 、 民 家 の 庭 先 で も よ く み か け ま す 。
一 方 、 ト ノ サ マ ガ エ ル は 草 が 茂 る 用 水 な ど の 水 辺 に す
み つ き 、 あ ま り 移 動 は し ま せ ん の で 、 目 撃 し に く い カ
エ ル で す 。 ア マ ガ エ ル の 報 告 が 多 く あ っ た の は 、 こ の
た め だ と 思 わ れ ま す 。 し か し 、 ト ノ サ マ ガ エ ル の す む
草 が 生 い 茂 る 用 水 は 、 改 修 等 で コ ン ク リ ー ト に な り 、
ト ノ サ マ ガ エ ル は 昔 に 比 べ あ ま り 見 か け な っ て い る の
は 事 実 で す 。 広 い 範 囲 で 報 告 が あ り ま し た が 、 昔 に 比
べ る と 数 は か な り 少 な く な っ て い る と 思 わ れ ま す 。
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図 37 ト ノ サ マ ガ エ ル の 分 布
サ ギ （ 調 査 年 度 ： 3,45,6 7) 
サ ギ の 仲 間 は 、 優 雅 な 姿 で 人 の 目 を 引 き つ け ま す 。
富 山 市 内 に は 、 一 般 に シ ラ サ ギ と 呼 ば れ る 、 コ サ ギ 、
チ ュ ウ サ ギ 、 ア マ サ ギ 、 ダ イ サ ギ の 4 種 と ア オ サ ギ
は 、 水 辺 で 魚 な ど を 食 べ て 生 活 し 、 春 の 繁 殖 期 に は 、
水 辺 近 く の 林 に た く さ ん 集 ま り 巣 を つ く り ま す の で 、
河 川 の 代 表 的 な 鳥 と い え る で し ょ う 。 サ ギ 類 の 報 告 は 、
ア オ サ ギ が 最 も 多 く 52 件 、 コ サ ギ 267 件 、 チ ュ ウ サ ギ
10 件 、 ダ イ サ ギ 85 件 、 ア マ サ ギ 45 件 で し た 。 ゴ イ サ
ギ は 、 調 査 対 象 種 で は あ り ま せ ん が 、 63 件 の 報 告 が あ
り ま し た 。 コ サ ギ と チ ュ ウ サ ギ は よ く 似 た サ ギ で す の
で 、 デ ー タ が 混 同 し て い る 可 能 性 も あ り ま す 。 ア オ サ
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図 38 ア オ サ ギ の 分 布
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図 39 コ サ ギ の 分 布
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図 40 ア マ サ ギ の 分 布
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図 41 チ ュ ウ サ ギ の 分 布
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図 42 ダ イ サ ギ の 分 布
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図 43 シ ラ サ ギ （ コ サ ギ 、 チ ュ ウ サ ギ 、 ア マ サ ギ 、
ダ イ サ ギ ） の 分 布
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図 44 ゴ イ サ ギ の 分 布
ギ 、 コ サ ギ 、 チ ュ ウ サ ギ 、 ダ イ サ ギ は 、 市 街 地 の 神 通
川 や 常 願 寺 川 の 周 辺 か ら 報 告 が あ り 、 河 川 を 中 心 に 生
活 し て い る こ と が わ か り ま す 。 護 国 神 社 で は ア オ サ ギ
と コ サ ギ が 営 巣 し 、 192 年 4 月 26 日 に は 、 ア オ サ ギ の
巣 が 30 個 あ っ た と い う 報 告 も あ り ま し た 。 ア マ サ ギ は
最 近 み ら れ る よ う に な っ て き た 夏 鳥 で す が 、 増 え つ つ
あ る こ と が 分 か り ま し た 。 ま た 、 他 の サ ギ 類 が 市 街 地
か ら の 報 告 が 多 い の に 対 し て 、 ア マ サ ギ は 主 に 郊 外 か
ら 報 告 が あ り ま し た 。 ゴ イ サ ギ は 、 い た ち 川 や 松 川 な
ど の 市 街 地 や 郊 外 か ら 報 告 が あ り ま し た 。
カ ッ コ ウ （ 調 査 年 度 ： 3,4,5,6, 7) 
カ ッ コ ウ は 、 夏 に や っ て く る 渡 り 鳥 で す 。 姿 は 見 つ
け に く い で す が 、 鳴 き 声 で 簡 単 に 確 認 す る こ と が で き
ま す 。 報 告 は 、 富 山 市 の 市 街 地 や 周 辺 部 か ら あ り ま し
た 。 市 街 地 に は 、 樹 木 の あ る 公 園 な ど が 、 郊 外 に は 屋
敷 林 な ど が 案 外 残 っ て い る 証 拠 な の か も し れ ま せ ん 。
た く ら んま た 、 カ ッ コ ウ は 「 託 卵 」 と い っ て 、 モ ズ や オ オ ヨ シ
キ リ の 巣 に 自 分 の 卵 を 産 み つ け ま す 。 カ ッ コ ウ が い る
こ と は 、 こ れ ら の 小 鳥 も い っ し ょ に 生 息 し て い る 証 拠
に な り ま す 。 カ ッ コ ウ の 鳴 き 声 ま た は 、 姿 が 見 ら れ た
最 も 早 い 日 は 、 192 年 か ら 195 年 の 4 年 間 で 、 そ れ ぞ
れ 3 月 21 日、 4 月 24 日、 4 月 30 日、 4 月 21 日 で し た の で 、
例 年 だ と 4 月 下 旬 に は 富 山 市 に 現 れ る よ う で す 。
図 45 カ ッ コ ウ の 分 布
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カ ワ セ ミ （ 調 査 年 度 ： 5,67) 
河 川 に す み 、 魚 を 餌 に す る 美 し い 鳥 で す 。 昭 和 30 年
代 か ら 、 河 川 改 修 や 農 薬 の 使 用 に よ っ て 数 が 少 な く な
り ま し た 。 調 査 に よ り 8 例 の 報 告 が あ り ま し た 。 7 例 が 、
市 中 心 部 の 布 瀬 町 、 羽 根 、 丸 ノ 内 、 西 中 野 、 桜 木 町 の
神 通 川 や 松 川 で 目 撃 さ れ た も の で す 。 松 川 や 神 通 川 な
ど で 魚 な ど を と り 、 す み つ い て い る の か も し れ ま せ ん 。
比 較 的 近 い 地 域 で 報 告 さ れ た こ と よ り 、 同 じ 個 体 が 目
撃 さ れ た 可 能 性 も あ り ま す 。
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物 は ほ と ん ど な く 、 大 部 分 の 調 査 対 象 生 物 が 市 街 地 、
住 宅 地 、 水 田 の い ず れ の 環 境 か ら も 報 告 さ れ ま し た 。
ま た 、 市 街 地 、 郊 外 と も よ く 似 た 結 果 を 示 し 、 二 つ の
環 境 の 厳 密 な 区 分 が 難 し い こ と が わ か り ま す 。 こ れ ら
の こ と は 、 調 査 人 数 の 片 寄 り も 影 響 し て い る と 思 い ま
す が 、 市 街 地 に は 郊 外 の 環 境 要 素 が 多 く 残 っ て い る と
言 え ま す 。 市 街 地 か ら は 、 水 辺 を 指 標 す る キ シ ョ ウ プ 、
カ ワ ラ ナ デ シ コ 、 ア オ サ ギ や コ サ ギ な ど の サ ギ 類 、 カ
ル ガ モ が 多 く 報 告 さ れ ま し た 。 松 川 や い た ち 川 な ど の
小 河 川 が 市 街 地 を 網 の 目 の よ う に 流 れ て い る た め だ と
思 わ れ ま す 。 市 街 地 か ら は 、 他 に も 多 く の 生 き 物 の 報
告 が あ り ま し た が 、 こ の こ と は 、 公 園 や 庭 な ど の 緑 地
が 適 度 に あ り 、 生 き 物 の 生 活 場 所 に な っ て い る こ と を
示 し て い る 言 え ま す 。
セ イ ヨ ウ タ ン ポ ポ 、 セ イ タ カ ア ワ ダ チ ソ ウ 、 ア プ ラ
ゼ ミ 、 ノ ト マ イ マ イ 、 ア マ ガ エ ル 、 ア オ サ ギ の 報 告 が
環 境 に は 、 緑 地 や 水 辺 が 豊 富 に あ る こ と の 他 に 、 こ れ
ら の 生 物 が 他 の 生 物 に 比 べ 見 つ け や す い こ と も 影 響 し
図 46 カ ワ セ ミ の 分 布 て い る と 思 わ れ ま す 。 特 に 、 高 さ 2 m を 越 え る セ イ タ
カ ア ワ ダ チ ソ ウ は 、 市 街 地 、 住 宅 地 の み な ら ず 、 水 田 、
カ ル ガ モ （ 調 査 年 度 ： 6,7) 丘 陵 地 に も 多 く 見 ら れ 、 旺 盛 な 剪 力 分 布 に 加 え 、 秋 の
カ ル ガ モ は 、 水 辺 で 子 育 て を す る 、 年 中 見 ら れ る 力 花 時 に は 目 立 ち や す い こ と も か な り 影 響 し て い る で し ょ
モ で す 。 2 年 間 の 調 査 で 、 い た ち 川 や 赤 江 川 な ど で 報 う。
告 が あ り ま し た 。 192 年 8 月 18 日 に は 、 大 泉 の い た ち
川 で 24 羽 が 見 ら れ た と い う 報 告 が あ り ま し た が 、 親 子 お わ り に
と 思 わ れ ま す 。 見 つ か っ た 場 所 で は 、 子 育 て も し て 、 5 年 間 の 調 査 に よ り 、 タ ン ポ ポ や セ ミ 、 カ タ ツ ム リ 、
年 中 す み つ い て い る こ と で し ょ う 。 カ エ ル な ど 比 較 的 普 通 に み ら れ る 種 類 に つ い て は 、 市
図 47 カ ル ガ モ の 分 布
環 境 別 の 生 物 の 顔 ぷ れ
240 区 画 に 区 切 ら れ た 富 山 市 を 、 市 街 地 (12 区 画 ） 、
住 宅 地 (92 区 画 ） 、 水 田 (17 区 画 ） 、 丘 陵 地 (19 区 画 ） の 4
つ の 環 境 に 分 け て （ 図 48) 、 一 般 の 方 の デ ー タ を 用 い 、
10 区 画 以 上 の 報 告 の あ っ た 調 査 対 象 生 物 の 環 境 別 の 出
現 の 様 子 を 比 較 し て み ま し た （ 図 49) 。
そ の 結 果 、 あ る 環 境 に か た よ っ て 報 告 の あ っ た 生 き
内 全 域 の 分 布 の 様 子 が ほ ぼ わ か る よ う に な っ て き ま し
た 。 ま た 、 シ ロ バ ナ タ ン ポ ポ や カ ワ セ ミ な ど ま れ に 見
ら れ る 生 き 物 の 目 撃 例 も よ せ ら れ ま し た 。 最 近 増 え て
き て い る ヒ メ オ ド リ コ ソ ウ や ア オ マ ツ ム シ 、 ア マ サ キ 、 、 ペ
の 分 布 も 次 第 に わ か る よ う に な っ て き ま し た 。 こ の よ
う な 結 果 は 短 い 期 間 で は な か な か 分 か ら ず 、 5 年 間 も
の 継 続 的 な 調 査 の 成 果 だ と 思 わ れ ま す 。 こ れ ら の 生 物
の 分 布 が 、 10 年 、 20 年 後 に ど の よ う に 変 化 し て い く の
か を 知 る 上 で 、 貴 重 な 基 礎 的 な デ ー タ が 集 ま り ま し た 。
調 査 対 象 生 物 は 、 市 街 地 、 住 宅 地 、 水 田 と い ず れ の
環 境 か ら も 報 告 さ れ た 種 類 が 多 く あ る こ と が わ か り ま
し た 。 富 山 市 に は 、 市 の 中 心 部 に も 公 園 や 川 の 土 手 、
学 校 の グ ラ ン ド な ど が あ り 、 そ こ に は 樹 木 や 草 が 茂 る
部 分 が 適 度 に あ る こ と や 、 い た ち 川 等 の 河 川 が 流 れ て
い る こ と 、 郊 外 に は 屋 敷 林 と 稲 作 の た め の 用 排 水 路 等
の 自 然 が 多 い こ と 等 が 、 こ の よ う な 結 果 を 示 し た と 言
え る で し ょ う 。 富 山 市 は 著 し く 都 市 化 が 進 ん で い な い
と も 言 え ま す 。 ま た 、 広 い 分 布 を 示 す 生 物 が 多 く み ら
れ た の は 、 富 山 市 が 扇 状 地 の 末 端 に 位 置 し 、 平 野 部 中
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心 の 平 坦 な 環 境 が 多 い た め だ と も 言 え ま す 。 現 在 の 32
万 人 が 住 む 富 山 市 は 、 緑 や 河 川 な ど の 空 間 が 適 度 に あ
る 都 市 で あ る こ と が 、 生 物 の 分 布 か ら 大 ま か に 分 か っ
て き ま し た 。
調 査 を 通 じ 、 明 ら か に 種 類 の 見 分 け 方 の 誤 り と 思 わ
れ る デ ー タ が 、 セ ミ や カ タ ツ ム リ で 比 較 的 多 く 見 ら れ
ま し た が 、 写 真 や 解 説 だ け で は 理 解 し に く い も の で あ
る こ と が わ か り ま し た 。 国 ii 』 U i Ill 
に 」 11:'i:lll
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図 48 富 山 市 の 環 境 の 区 分
市 街 地 ( 1 2 区 画 ）
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水 コ ー ス の 調 査 結 果
富 山 市 は 、 西 と 東 に 神 通 川 と 常 願 寺 川 と い う 大 き な
河 川 が 流 れ 、 市 街 地 に は い た ち 川 や 松 川 な ど の 小 さ な
川 が あ り 、 川 に 囲 ま れ た 都 市 と 言 え ま す 。 水 辺 は せ せ
ら ぎ の 音 を 聞 き な が ら 散 歩 や 夕 涼 み を し た り 、 子 供 達
に は 、 魚 と り を す る 遊 び の 空 間 と し て 、 私 た ち の 生 活
に 安 ら ぎ を 与 え て く れ る 場 所 で す 。 ま た 、 ゴ ミ が 増 え
た り 、 生 活 排 水 が 流 れ 込 ん だ り す る と 、 水 は す ぐ に 濁
り 、 人 間 生 活 の 影 響 が 直 ち に 現 れ ま す 。 川 の 様 子 を 調
べ る こ と は 、 人 間 の 生 活 の 様 子 を 知 る こ と に も な り ま
す 。 水 コ ー ス で は 、 身 近 な 川 の 様 子 を 調 査 し て も ら い
ま し た 。
調 査 の 項 目
調 査 河 川 は 、 身 近 な 小 河 川 を 対 象 と し ま し た 。 指 定
川 を 代 表 す る 諏 訪 （ す わ ） 川 、 村 J 11 、 都 市 部 の 河 川 で
あ る い た ち 川 水 系 （ い た ち 川 、 赤 江 川 、 松 川 、 冷 川 ） 、
郊 外 の 土 川 、 富 山 市 西 部 の 農 村 地 帯 を 流 れ る 新 鍛 冶 川 、
新 堀 川 の 10 河 川 を 選 び ま し た 。 調 査 は 、 春 の 5 月 1 日 ～
15 日 、 夏 の 8 月 1 日 -15 日、 秋 の 10 月 1 日 -15 日 に 集 中
し て 行 っ て も ら い ま し た 。 継 続 し て 調 査 し て も ら う た
め 、 定 点 を 設 け て も ら い ま し た 。
調 査 項 目 （ 表 4) は 、 川 の 状 態 で は 、 土 手 、 川 底 、
水 深 、 川 幅 で す 。 生 物 で は 、 水 辺 を 代 表 す る ホ タ ル と
ハ グ ロ ト ン ボ 、 魚 と 水 草 の 有 無 で す 。 水 質 で は 、 透 明
度 と に ご り で す 。 ま た 、 ゴ ミ の 有 無 も 調 査 項 目 に 入 れ
ま し た 。
表 4 水 コ ー ス の 調 査 項 目
（ 実 際 の 調 査 に 使 用 し た 回 答 内 容 で す ）
1. 土 手 は 何 で で き て い ま す か （ ま じ る 場 合 は 両 方 か こ む ） 。
コ ン ク リ ー ト 石 づ み 土 そ の ほ か ( )  
2. 川 底 は ど ん な 状 態 で す か （ ま じ る 場 合 は 両 方 か こ む ） 。
砂 泥 石 ヘ ド ロ コ ン ク リ ー ト そ の 他
3. 川 幅 は ど の く ら い で す か
0 - 5 m  5 - l O m  l O m 以 上
4. 川 の 水 の 深 さ は ど の く ら い で す か （ 目 で み て ）
0  ,.._, 5  0  cm 5  0  cm- 1  m   1  m 以 上 不 明
5. 透 明 度
底 が よ く 見 え る ぼ ん や り 見 え る 全 く 見 え な い
6. 水 の に ご り
透 明 白 っ ぼ い に ご り 茶 色 っ ぼ い に ご り そ の ほ か （ ）  
7. 川 底 に ゴ ミ が あ り ま す か
ま っ た く な い 少 な い 多 い
8. 魚 が 見 ら れ る か
見 ら れ な い 見 ら れ る （ わ か る 人 は 種 類 も ： ）  
9. 水 草 の 生 え 具 合
見 ら れ な い 10% ほ ど 30% ほ ど 50% 以 上
1  0. ホ タ ル が い ま す か (6 月 ー 9 月 ）
調 査 日 ： 月 日、 見 ら れ な い み ら れ る
（ わ か る 人 は 種 類 も
1  1. ハ グ ロ ト ン ボ が い ま す か (7 月 ー 9 月 ）
調 査 日 ： 月 日、 見 ら れ な い み ら れ る
調 査 結 果
水 コ ー ス は 70 名 の 方 に 調 査 を し て い た だ き 、 5 年 間
で 、 合 計 468 件 の 報 告 が あ り ま し た （ 表 5) 。 報 告 件 数
が 多 か っ た の は い た ち 川 水 系 で し た 。 い た ち 川 で 定 点
観 測 を さ れ 4 件 報 告 さ れ た 方 、 祖 母 川 と 周 辺 で 42 件 、
白 岩 川 で 30 件 、 四 ツ 谷 川 で 27 件 報 告 さ れ た 方 が お ら れ
ま し た 。
調 査 指 定 河 川 は 、 身 近 で 調 査 し や す い 小 さ な 川 が 多
い た め 、 調 査 地 点 の 川 幅 は 広 く あ り ま せ ん 。 川 幅 は 、
10m 以 内 、 水 深 も lm 以 内 が 大 部 分 で す 。 白 岩 川 で は 、
川 幅 は 10m 以 上 、 水 深 も lm 以 上 あ り ま し た 。
調 査 結 果 を 、 比 較 的 多 く の デ ー タ が 寄 せ ら れ た 、 い
た ち 川 、 松 川 、 冷 川 、 四 ツ 谷 川 、 赤 江 川 、 新 鍛 冶 川 、
図 に は 、 土 手 、 川 底 、 水 草 、 に ご り 、 ゴ ミ の 5 項 目 に
つ い て ま と め て あ り ま す 。 水 草 は 8 月 が 最 も 繁 茂 し ま
す の で 、 5 年 間 の 8 月 の デ ー タ で ま と め て あ り ま す 。 調
査 結 果 か ら 、 次 の よ う な こ と が 、 お お ま か に わ か り ま
す 。
土 手 ： 市 街 地 の 多 く の 川 の 土 手 が コ ン ク リ ー ト で で き
て お り 、 一 部 で は 、 鉄 板 の 土 手 も 見 ら れ ま す 。 郊 外 の
土 川 で は 、 一 部 土 の 土 手 も 見 ら れ 、 白 岩 川 で は 土 の 土
手 の 地 点 が 比 較 的 多 く 見 ら れ ま し た 。 こ の よ う に 、 土
手 は 、 郊 外 等 で は 一 部 で 土 の 土 手 も 残 っ て い ま す が 、
市 街 地 、 郊 外 に 限 ら ず 、 多 く の 場 所 が コ ン ク リ ー ト で
護 岸 さ れ 、 昔 の 堤 防 と は か な り 様 子 が 変 わ っ て き て い
る こ と が う か が え ま す 。 土 手 の 状 態 は 、 最 近 の 都 市 河
川 の 様 子 を よ く 反 映 し て い る と 言 え ま す 。
ホ タ ル と ハ グ ロ ト ン ポ ： ホ タ ル と ハ グ ロ ト ン ボ の 分 布 ｀  は 、 緑 コ ー ス で 述 べ ま し た が 、 水 コ ー ス の 調 査 員 の 方か ら は 、 そ れ ぞ れ 14 件 と 12 件 の 報 告 が あ り ま し た 。 ヘイ ケ ボ タ ル は 、 い た ち 川 、 四 ツ 谷 川 、 赤 江 川 等 で 、 ゲ
ン ジ ボ タ ル は 、 土 J 111 ヶ 所 で 報 告 が あ り ま し た 。 ハ グ
ロ ト ン ボ は 、 四 ツ 谷 川 、 冷 川 、 松 川 で わ ず か に 報 告 が
あ り 、 祖 母 川 で は 7 件 報 告 さ れ 、 他 の 場 所 よ り は 多 い
よ う で す 。 ホ タ ル も ハ グ ロ ト ン ボ も 、 調 査 さ れ た 河 川
で は 少 な い こ と が わ か り ま し た 。 コ ン ク リ ー ト の 土 手
が 多 く 、 水 辺 の 草 む ら も 少 な く な り 、 ホ タ ル や ハ ク ロ
ト ン ボ が 昔 の よ う に 群 れ を な し て 飛 ぶ こ と は な い よ う
で す 。
川 底 と 水 草 ： 多 く の 川 の 川 底 が 砂 や 泥 か ら な り 、 い た
ち 川 や 土 川 で は 、 石 の 川 底 も み ら れ ま し た 。 川 底 に 生
え る 水 草 は 多 く の 川 で 見 ら れ ま し た が 、 土 川 は 、 い た
ち 川 な ど に 比 べ る と 7虹 直 は 少 な い よ う で す 。 コ ン ク リ ー
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表 5 報 告 が あ っ た 主 な 河 川
い た ち 川 水 系
＊ 白 岩 川 (41) ＊ い た ち 川 (142)
＊ 諏 訪 川 (1) ＊ 松 川 (48) 
＊ 村 川 (7) ＊ 冷 川 (18) 
＊ 赤 江 川 (1) 
四 ツ 谷 川 (30)
し ヽ か だ :JI I  (3) 
＊ は 調 査 指 定 河 川 。
括 弧 内 の 数 字 は 、 報 告 件 数 。
ト の 川 底 で は 、 水 草 は 見 ら れ ま せ ん で し た 。r に ご り ： 多 く の 川 で 、 に ご っ て い る と い う 報 告 が あ り
ま し た 。 い た ち 川 や 土 川 で は 、 上 流 部 で は 、 透 明 な 報
告 も 多 く 、 下 流 に 行 く に つ れ て に ご っ て い る と い う 傾
向 が あ る よ う で す 。 全 体 的 に 、 や や に ご っ た 川 が 多 い
と 言 え ま す が 、 上 流 部 で は 、 透 明 度 は や や よ い こ と も
分 か り ま し た 。 お そ ら く 、 生 活 排 水 の 影 響 が あ る の で
し ょ う 。
,. 
ゴ ミ ： ゴ ミ が ま っ た く 見 ら れ な い と う い う 報 告 は 多 く
の 川 で 少 な く 、 少 な い 量 の ゴ ミ が 見 ら れ る 川 が 大 部 分
で し た 。 川 底 に は 、 ほ と ん ど の J11 で ゴ ミ が 見 ら れ る こ
と も わ か り 、 市 街 地 で は 、 増 え る 傾 向 も あ る こ と が 分
か っ て き ま し た 。
お わ り に
富 山 市 は 、 神 通 川 、 常 願 寺 川 と い う 大 き な 河 川 に 囲
ま れ 、 都 市 部 や 農 村 部 に も 小 さ な 河 川 が 網 の 目 の よ う
通 川 水 系 富 山 市 西 部
＊ 土 川 (42) ＊ 新 鍛 冶 川 (18) 
大 門 川 (6) ＊ 新 堀 川 (8) 
千 俵 用 水 (3)
井 田 川 (5) 
祖 母 川 (34) 
熊 野 川 (2) 
に 流 れ て い ま す 。 水 辺 は 、 普 段 は あ ま り 意 識 し な い 空
間 で す が 、 最 近 は 河 川 改 修 な ど で 変 化 が 激 し く 、 水 の
透 明 度 や 川 底 の ゴ ミ な ど に は 人 間 生 活 の 影 響 が す ぐ に
現 れ ま す 。 「 調 査 を 通 じ い ち ば ん 水 が き れ い だ っ た 」 、
「 油 や 生 活 排 水 が 流 れ 込 ん で い る 」 、 「 雑 草 や 空 き 缶 な
ど の ゴ ミ が 流 れ て い る 」 等 の 調 査 員 の 方 の 感 想 か ら も
こ の こ と が う か が え ま す 。 富 山 市 内 の 小 河 川 の 多 く は 、
河 川 改 修 な ど で 土 手 等 の 川 の 様 子 が 変 化 し て い ま す 。
水 は 濁 っ て い る こ と が 多 く 、 川 底 に は ゴ ミ が い つ も 見
ら れ る 状 態 で し た 。 水 草 は 適 度 に 生 え て い ま す が 、 水
辺 に は 、 ＊ タ ル や ハ グ ロ ト ン ボ は 少 な く こ と も わ か り
ま し た 。 市 街 地 の 河 川 で は 、 特 に こ の よ う な 傾 向 が 強
い と 言 え ま す 。 い た ち 川 な ど で 、 「 カ ル ガ モ や サ ギ を
み た 」 な ど の 感 想 も い た だ き 、 市 街 地 の 河 川 を 水 鳥 が
生 活 場 所 に し て い る こ と も 分 か り ま し た 。 5 年 間 の 調
査 で 、 十 分 と は い え ま せ ん が 、 私 達 の 暮 ら す 富 山 市 内
の 身 近 な 小 河 川 の 様 子 が 少 し 分 か っ て き た と 思 い ま す 。
ヤ
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図 50 富 山 市 内 の 主 な 河 川
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図 51 白 岩 川 ： 士 の 土 手 の 地 点 が 比 較 的 多 く 見 ら れ ま し た 。 川 底 は、 多 く の 地 点 が 砂 や 泥 で し た 。 水 草  は 、 1 0% ほ ど 見 ら れ
た と い う 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 に ご り は 、 茶 色 っ ぽ い と い う 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 111 が 見 ら れ る 報 告 が
多 く あ り ま し た 。
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図 52 い た ち 川 ： 土 手 は 、 上 流 か ら 下 流 の 多 く の 地 点 が コ ン ク リ ー ト で で き て お り 、 一 部 で 石 づ み の 土 手 も 見 ら れ ま し た 。
川 底 は 、 多 く の 地 点 が 砂 や 泥 で 、 石 の 川 底 も 見 ら れ 、 上 流 部 は コ ン ク リ ー ト で し た 。 水 草 は 、 30% ほ ど 見 ら れ る 報 告 が 多 く
あ り ま し た が 、 川 底 が コ ン ク リ  ー ト の 地 点 で は 見 ら れ ま せ ん で し た 。 に ご り は 、 全 体 に 、 に ご っ て い る （ 茶 色 っ ぽ い ま た は
白 っ ぽ い ） 報 告 が 多 く あ り 、 上 流 部 で は 透 明 な 報 告 が 培 え 、 下 流 に 行 く に 従 い 濁 っ て い る と い う 報 告 が 増 え る 傾 向 が あ る よ
う で す 。 ゴ ミ は 、 ま っ た く み ら れ な い と う い う 報 告 は 少 な く 、 少 な い 虻 が 見 ら れ る 川 が 大 部 分 で 、 上 流 部 で は な い と い う 報
告 も あ り ま し た が 、 下 流 部 で は あ り ま せ ん で し た 。 ヘ イ ケ ポ タ ル は 1 区 画 (174) か ら 報 告 が 有 り ま し た 。 区 画 番 号 ([04) に は 、
牛 島 新 町 の 八 田 栢 で 4 日 間 定 点 観 測 を さ れ た デ ー タ が 含 ま れ ま す 。
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図 53 松 川 ・ 冷 川 ・ 四 ツ 谷 川 ： 土 手 は 、 多 く の 地 点 が コ ン ク リ ー ト で で き て い ま す が 、 一 部 で は 土 の 土 手 も 見 ら れ ま し た 。
ま た 、 鉄 板 の 土 手 も 見 ら れ ま し た 。 川 底 は 、 多 く の 地 点 が 砂 や 泥 で し た 。 水 草 は 、 3 0 % ほ ど 見 ら れ る 報 告 が 多 く あ り ま し た 。
に ご り は 、 透 明 で あ っ た と い う 報 告 が 比 較 的 多 く あ り ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 且 が 見 ら れ る 川 が 大 部 分 で し た 。 ヘ イ ケ ポ タ
ル は 3 区 画 、 四 ツ 谷 川 (148) 、 赤 江 川 ( 11 9, 150) か ら 、 ハ グ ロ ト ソ ポ は 、 3 区 画 、 四 ッ 谷 川 ( 1 48) 、 冷 川 (147) 、 松 川 (132 ) か ら
報 告 が あ り ま し た 。
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圏 54 赤 江 川 ： 土 手 は 、 多 く の 地 点 が コ ン ク リ ー ト で で き て い ま す 。 川 底 は 、 多 く の 地 点 が 砂 や 泥 で し た 。 水 草 は 、 30% ほ
ど 見 ら れ る 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 に ご り は 、 透 明 で あ っ た と い う 報 告 が 比 較 的 多 く あ り ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 足 が 見 ら
れ る 地 点 が 大 部 分 で し た 。
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図 55 新 鍛 冶 川 ： 土 手 は 、 多 く の 地 点 が コ ソ ク リ ー ト で で き て い ま し た が 、 鉄 の 板 の 地 点 も 見 ら れ ま し た 。 川 底 は 、 砂 泥 や
石 で し た 。 水 草 は 報 告 件 数 は わ ず か で す が 、 0~10% 、 30% ほ ど 見 ら れ る 報 告 が あ り ま し た 。 に ご り は 、 上 流 部 で は 、 透 明 な
報 告 が 多 く あ り ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 団 が 見 ら れ る 地 点 が 大 部 分 で し た 。
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図 56 土 川 ・ 大 門 川 ： 土 手 は 、 多 く の 地 点 が コ ン ク リ ー ト で で き て い ま し た が 、 下 流 部 で は 、 土 や 石 づ み の 土 手 も 多 く 見 ら
れ ま し た 。 川 底 は 、 多 く の 地 点 が 砂 や 泥 で し た が 、 一 部 で コ ン ク リ ー ト の 川 底 も 見 ら れ ま し た 。 水 草 は 10% ほ ど 見 ら れ る と
い う 報 告 が 大 部 分 で 、 い た ち 川 な ど に 比 べ る と 少 な い よ う で す 。 に ご り は 、 に ご っ て い る （ 茶 色 っ ぽ い ま た は 白 っ ぽ い ） 報
告 が 多 く あ り ま し た が 、 上 流 部 で は 、 透 明 な 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 且 が 見 ら れ る 地 点 が 大 部 分 で し た 。  ゲ
ン ジ ボ タ ル の 報 告 が 1 区 画 (2 10 ) か ら 有 り ま し た 。
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図 57 祖 母 川 ： 1 区 画 (1 4 5) だ け の デ ー タ で す 。 土 手 は 、 コ ソ ク リ ー ト、 石 、 土 が 混 ざ っ て い ま す 。 川 底 は 砂 や 泥 で す 。 i蜀 り
は 、 茶 色 が 大 部 分 で し た 。 川 底 は 砂 や 泥 で し た が 、 一 部 で コ ン ク リ ー ト の 川 底 も み ら れ ま し た 。 水 草  は 50% 以 上 が 1 件 報 告 さ
れ ま し た 。 ゴ ミ は 、 少 な い 損 が 見 ら れ る 報 告 が 多 く あ り ま し た 。 ハ グ ロ ト ソ ポ は 祖 母 川 周 辺 部 を 含 め、 6 区 画 ( 13 1 ,142 ,14 ,145,
146,158 ) か ら 報 告 が あ り ま し た 。
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空 気 コ ー ス の 調 査 結 果
◆  星 座 ウ ォ ッ チ ン グ ◆  
は じ め に
星 座 ウ ォ ッ チ ン グ は 肉 眼 で 見 え る 星 の 極 限 等 級 を 測
る こ と に よ り 、 大 気 の 透 明 度 を 測 る こ と を 目 的 と し て
い ま す 。 星 が 見 え な く な る 原 因 は 大 気 自 身 の 汚 れ と 空
気 中 の 浮 遊 物 質 が 地 上 の 光 に 反 射 さ れ る こ と に よ る と
考 え ら れ ま す 。 し か し 、 そ の 他 に 当 日 の 雲 や も や の 存
在 、 月 の 光 の 影 響 、 人 に よ る 個 人 差 、 目 が く ら や み に
慣 れ て い る か 否 か （ 暗 順 応 ） 等 の 要 因 も あ り 、 観 察 結
果 が す ぐ に 大 気 の 汚 染 度 を 表 す わ け で は あ り ま せ ん 。
こ の 点 が こ の 調 査 の 集 約 の 上 で の 最 大 の 難 関 で し た 。
級 は 6 等 星 、 見 え る 星 の 中 で 最 も 明 る い 星 の 等 級 は 1等
星 で す 。
調 査 方 法 と 調 査 期 間
整 約 方 法 （ 数 値 処 理 ）
観 察 さ れ た 空 の 明 る さ は 天 候 、 も や 、 月 明 か り 、 個
人 の 視 力 、 く ら や み に 慣 れ て い た か 否 か 等 の 影 響 で ば
ら つ き が あ り ま す 。 そ の た め 、 客 観 的 な デ ー タ を 求 め
る た め に 、 統 計 的 な 処 理 を す る こ と に よ り 、 数 値 の 信
頼 性 を 高 め る こ と に し ま し た 。 具 体 的 に は 地 点 ご と の
全 デ ー タ を 集 計 し 、 ウ ェ イ ト を 掛 け る 方 法 で 平 均 を と
り ま し た 。 そ の 計 算 式 は 以 下 の 通 り で す 。
調 査 方 法 は 当 初 は 特 定 の 星 座 に 見 え る 最 も 暗 い 星 を
記 録 す る 方 法 で し た が 、 小 学 生 に は 難 し い 調 査 方 法 の
よ う で し た の で 、 途 中 か ら 、 カ シ オ ペ ヤ 座 、 北 斗 七 星
の 3 等 星 が 見 え る か 否 か を 判 定 す る 方 法 に 切 り 替 え ま
し た 。 そ の 概 略 と 調 査 期 間 は 表 6 の 通 り で す 。
A   3 等 星 が 見 え な い ウ ェ イ ト を 1 と す る
B   3 等 星 が よ う や く 見 え る ウ ェ イ ト を 2 と す る
C   3 等 星 が は っ き り 見 え る ウ ェ イ ト を 3 と す る
そ の 地 点 の 環 境 指 標 ＝ IX(A の教） t2X(8 の教） t3X(C の殺）な お 、 立 山 等 の 空 の 良 い 所 で 見 え る 最 も 暗 い 星 の 等 全 デ ー タ 数
表 6 調 査 対 象 と 調 査 期 間
平 成 3 年 度 平 成 4 年 度 平 成 5 年 度 平 成 6 年 度 平 成 7 年 度
対 夏 ： こ と 座 夏 ： こ と 座 夏 ： こ と 座 春 ： 北 斗 七 星秋 ： こ と 座
．  象 冬 ： オ リ オ ン 座春 ： オ リ オ ン 座 冬 ： オ リ オ ン 座 冬 ： オ リ オ ン 座 秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座 秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座
旦 極 限 等 級 の 調 査 極 限 等 級 の 調 査 極 限 等 級 の 調 査 3 等 星 が 見 え る か 3 等 星 が 見 え る か否 か 否 か
般 期 夏 ： 7/20-831 夏 ： 7/20-831 夏 ： 7/20-8 秋 ： 10/-3 秋 ： 10/-31 秋 ： 10/ 1-20 
間 冬 ： 2/ 1-16 春 ： 3/2-31 冬 ： 1/-28 冬 ： 1/ 1-2/0 春 ： 4/1- 5/10 
対 夏 ： こ と 座 春 ： 北 斗 七 星 春 ： 北 斗 七 星秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座
小 象
冬 ： オ リ オ ン 座
春 ： 北 斗 七 星 秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座 秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座 秋 ： カ シ オ ペ ヤ 座
邑子 麿 極 限 等 級 の 調 査 3 等 星 が 見 え る か 3 等 星 が 見 え る か 3 等 星 が 見 え る か否 か 否 か 否 か
生 期 夏 7/20- 8/31 秋 ： 10/-3 秋 ： 10/-3 秋 ： 10/-31 秋： 10/ 1-/30 
間 冬： 1/ 1- 2/8 春： 4/ 1- 5/10 春 ： 4/1- 5/10 春 ： 4/1- 5/10 
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数 値 は 2 を 基 準 と し て 、 数 値 の 意 味 を 表 7 の よ う に 判
断 し ま し た 。
な お 、 平 成 4 年 度 以 前 の デ ー タ も 上 記 の 形 式 に あ う
よ う に 入 力 し 直 し 、 処 理 し ま し た 。
表 7 集 計 数 値 と 空 の 様 子 の 対 照 表
数 値 調 査 結 果 空 の 様 子
1.6 未 満
1.6-1.8 未 満
1.8-2.0 未 満
2.0-2.2 未 満
2.2-2.4 未 満
2.4 以 上
3 等 星 が ほ と ん ど 見 え な い
3 等 星 が 時 々 見 え る
半 分 程 度 は 3 等 星 が 見 え る
3 等 星 が た い て い は 見 え る
3 等 星 が い つ も 見 え る
3 等 星 が は っ き り 見 え る
空 が 大 変 明
る い
空 が 明 る い
空 が や や 明
る い
普 通
空 が や や 暗
し‘
空 が 暗 い
誤 差 の 要 因
こ こ で 、 誤 差 の 要 因 を 整 理 し て お き ま す 。
(1) 星 の 同 定 の 誤 り
暗 い 星 の 等 級 を 調 査 す る 時 に 見 ら れ ま し た 。 テ キ ス
ト で は 、 空 の 一 部 し か 描 い て い ま せ ん の で 、 暗 い 星 の
近 く の 明 る い 星 と 見 間 違 え た よ う で す 。 平 成 4 年 度 の
小 学 生 コ ー ス で は 、 と て も 観 察 で き な い 暗 い 星 の 記 録
が 数 多 く あ り ま し た 。 こ れ は 星 の 同 定 の 誤 り と 思 わ れ
ま す 。
(2) 雲 、 も や 、 月 等 の 影 響
平 成 3 年 8 月 の あ る 調 査 員 の 毎 日 の デ ー タ を 図 58 に 表
示 し ま す 。 縦 軸 は 観 察 さ れ た 最 も 暗 い 星 の 等 級 で す 。
こ こ で 、 デ ー タ が な い 日 は 雲 に よ り 星 が 見 え な い 日 で
す 。 同 じ 人 が 同 一 地 点 で 同 じ よ う に 観 察 し て も 雲 、 も
ゃ 、 月 の 影 響 な ど で 日 々 の 変 化 が あ り ま す 。
(3) 個 人 差
視 力 の 差 に よ り 星 の 見 え 具 合 は 左 右 さ れ ま す 。 さ ら
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観 察 さ れ た 最 も 暗 い 星 の 等 級 の 日 変 化
に 、 く ら や み に 慣 れ て い る か 否 か に よ っ て も 大 き く 左
右 さ れ ま す （ 暗 順 応 と い い ま す ） 。 暗 順 応 と は い き な
り 暗 い と こ ろ に 出 て も 、 当 初 は 何 も 見 え ず 、 お よ そ 3
分 ほ ど す る と 、 急 に ま わ り が よ く 見 え る 現 象 の こ と で
す 。 小 学 生 と 大 人 の 調 査 結 果 を 比 較 し た 場 合 、 大 人 の
ほ う が 暗 い 星 が 見 え て い る よ う で す 。 一 般 に 視 力 は 小
学 生 の 方 が よ い と 思 わ れ ま す の で 、 こ れ は 暗 順 応 の 完
了 か 否 か 、 集 中 力 の 差 が あ る と 言 え る で し ょ う 。
調 査 結 果
全 て の デ ー タ を 整 約 し 、 地 点 ご と に フ ゜ ロ ッ ト し た も
の が 図 59 で す （ た だ し 、 平 成 4 年 度 の 小 学 生 の デ ー タ
は 除 き ま し た ） 。 上 記 の 整 約 方 法 で は 、 デ ー タ 数 が 少
な い ポ イ ン ト で は 極 端 な デ ー タ が で ま す の で 、 各 ポ イ
ン ト の デ ー タ を 見 る よ り 、 ま わ り の デ ー タ と 見 比 べ な
が ら み る こ と が 重 要 で す 。
図 59 か ら わ か る こ と は
(1) 市 内 で 最 も 空 が 明 る い 地 区 は 富 山 駅 付 近 か ら
北 陸 自 動 車 道 の 富 山 イ ン タ ー 付 近 ま で の 市 街
地 中 央 部 で し た 。
(2) 岩 瀬 や 豊 田 な ど 市 の 北 部 は 全 般 に 明 る い よ う
で す が 、 中 央 部 ほ ど で は あ り ま せ ん 。
(3) 市 内 で 空 が 暗 い の は 池 多 な ど の 南 西 部 、 お よ
び 、 月 岡 な ど の 南 部 の 市 境 付 近 で し た 。
平 成 3 年 度 は 観 測 地 点 は 多 く は あ り ま せ ん が 、 市 街
地 と 郊 外 と の 空 の 明 る さ の 差 が 無 理 な く 、 分 布 し て い
ま す 。 た だ し 、 星 を よ く 観 察 し て い る 人 と 観 察 し て い
な い 人 と の 個 人 差 が 生 じ 、 あ る 地 点 で 大 き く 空 が 暗 く
な っ て い る 部 分 が 見 受 け ら れ た 。
平 成 4 年 度 の 調 査 は 小 学 生 の 調 査 の 信 頼 度 が 低 か っ
た の で 、 除 い て 集 計 し ま し た 。 全 般 に 空 が 暗 い 部 分 が
多 く な っ て い ま す 。 こ れ は 、 調 査 に 慣 れ て き た せ い て .. 
は な い か と 思 わ れ ま す 。
平 成 5 年 度 は 全 般 に 都 市 部 で は 空 が 明 る ＜ 、 市 の 周
辺 部 で は 空 が 暗 い こ と が 観 察 さ れ ま し た 。 こ こ で 、 一
図 59
｀  
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5 年 間 の デ ー タ を 集 計 し た 空 の 明 る さ の 分 布 図
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般 の 方 の 方 が 小 学 生 よ り も 、 よ り 暗 い 星 を 見 る こ と が
で き 、 そ の た め 、 空 の 明 る さ も 同 じ 地 域 で 一 般 コ ー ス
で は 暗 い 結 果 が で る 傾 向 が あ る こ と が わ か り ま し た 。
◆  酸
は じ め に
酸 性 雨 は 地 球 レ ベ ル の 環 境 問 題 の 一 つ と し て よ く 知
ら れ て い ま す が 、 人 間 が 快 適 で よ り 良 い 生 活 を 求 め て
エ ネ ル ギ ー を 大 量 に 消 費 す る 結 果 と し て 発 生 す る こ と
を 考 え れ ば 、 私 た ち 一 人 一 人 の 生 活 が 直 接 関 わ る 最 も
身 近 な 環 境 問 題 の 一 つ で も あ り ま す 。
酸 性 雨 と は 、 pH が 5.6 以 下 の 雨 や 雪 の こ と で 、 pH
の 数 字 が 小 さ く な る ほ ど 強 い 酸 性 雨 で あ る こ と を 示 し
ま す 。 雪 の 場 合 は 「 酸 性 雪 」 と 呼 ぶ 場 合 も あ り ま す 。
空 気 コ ー ス 酸 性 雨 調 査 で は 、 い ろ い ろ な 場 所 で 同 一r の 日 の 雨 を 測 定 し た 場 合 、 場 所 に よ る pH の 違 い が ど
の よ う に 現 れ る の か を 調 べ て み ま し た 。
,.. 
酸 性 雨 の 調 査 方 法
1. 雨 や 雪 の 採 取 方 法
雨 や 雪 の 採 取 に は ポ リ バ ケ ツ を 利 用 し ま し た 。 調 査
員 が 管 理 し や す い 場 所 に バ ケ ツ を 風 に と ば さ れ な い よ
う に 固 定 し 、 一 日 単 位 で 雨 を 採 取 し て い た だ き ま し た 。
た だ し 、 調 査 初 年 度 の 平 成 3 年 度 は 第 一 回 目 ～ 三 回 目
調 査 ま で は 一 週 間 単 位 で 雨 を 採 取 し て い た だ き ま し た 。
2. pH の 測 定
pH の 測 定 は 最 も 手 軽 に 測 定 が 出 来 る pH 試 験 紙 を 使 っ
た 比 色 法 を 採 用 し ま し た 。 し か し 、 雨 水 は pH の 緩 衝
能 力 が ほ と ん ど な い た め 、 単 に 試 験 紙 に 雨 水 を つ け た
だ け で は 試 験 紙 の pH を 表 示 し て し ま う た め 、 10ml の
サ ン プ ル 瓶 に 雨 水 を い っ ぱ い に 詰 め 、 こ の 中 に 試 験 紙
を 1 枚 入 れ 、 pH 指 示 薬 が と け 込 ん だ 瓶 の 中 の 雨 水 の 色
を 標 準 変 色 表 の 色 と 比 べ て pH を 測 定 し ま し た 。
こ の 方 法 は 、 着 色 が 薄 く て や や 見 づ ら い と い う 欠 点
が あ り ま す が 、 ど の 調 査 員 が 行 っ て も 、 試 験 紙 に 対 す
る 試 料 水 の 量 が 同 一 に な る の で 、 測 定 法 の 差 に よ る 誤
差 が な く な る 利 点 も あ り ま す 。 な お 、 使 用 し た 試 験 紙
は 表 8 の と お り で す 。
と こ ろ で 、 調 査 を 進 め て い く う ち に 、 pH が 7.4 以 上
表 8 使 用 し た 試 験 紙 の 種 類
pH 4.0-5.6 
pH 5.6 以 上
プ ロ ク ク レ ゾ ー ル グ リ ー ン (BCG)
メ チ ル レ ッ ド (MR)
補 助 試 験 紙 と し てプ ロ ム チ モ ー ル プ ル ー (BT) を 使 用
性
7 年 度 は デ ー タ 数 、 地 点 数 が 多 く 、 全 般 に 市
街 地 で は 空 が 明 る く 、 市 の 周 辺 部 で は 空 が 暗 い こ と が
観 察 さ れ ま し た 。
雨 ◆
と い う 弱 ア ル カ リ 性 の 雨 の 報 告 が と き ど き 寄 せ ら れ 、
そ の 原 因 に つ い て 考 え て い た と こ ろ 、 調 査 員 の 一 人 か
ら 問 題 の サ ン プ ル が 届 け ら れ 、 分 析 し て み ま し た 。 そ
の 結 果 、 pH メ ー タ ー に よ る pH は 6.6 程 度 で 、 溶 存 成
分 と し て 、 亜 硝 酸 イ オ ン が 通 常 の 酸 性 雨 の 10 倍 以 上 も
多 く 検 出 さ れ ま し た 。 こ の 試 料 を 、 プ ロ ム チ モ ー ル プ
ル ー (BTB) で 測 定 す れ ば 異 常 な 値 を 表 示 し な い こ と
が わ か り 、 平 成 4 年 度 分 か ら 確 認 の た め に 利 用 し て も
ら い ま し た 。
酸 性 雨 の 区 分
今 回 使 用 し た 試 験 紙 の 変 色 表 の pH 区 分 は 0.2 き ざ み
で 、 中 間 の 色 を 見 分 け る こ と に よ っ て pH を 0.1 単 位 で
測 定 す る こ と が で き ま す 。 こ の た め 、 雨 の pH に よ る
呼 び 方 の 区 分 を 、 表 9 の よ う に 酸 性 雨 、 酸 性 雨 で な い
雨 そ れ ぞ れ 0.5 き ざ み に 3 段 階 ず つ 区 分 し 、 呼 び 方 を 統
ー す る こ と に し ま し た 。
表 9 pH 区 分 と 呼 び 方 （ こ の 調 査 独 自 の 呼 び 方 で す ）
酸 性 雨pH 範 囲 呼 び 方
4.3 以 下4.4-4.9 5.0-5.5 
調 査 期 間
強 い 酸 性 雨
中 程 度 酸 性 雨
弱 い 酸 性 雨
酸 性 雨 で な い 雨 ・ 雪
pH 範 囲 呼 び 方
5.6-1 微 弱 中 性 雨6.2-7 弱 中 性 雨6.8 以 上 中 性 雨
調 査 は 年 間 4 回 程 度 、 各 季 節 毎 に 1 週 間 程 度 行 い ま
し た 。 第 一 回 目 の 調 査 は 7 月 頃 の 梅 雨 の 雨 を 対 象 に 、
第 二 回 目 は 9 月 頃 の 秋 雨 を 対 象 に 第 三 回 目 は 11 月 -1 月
頃 の 冬 型 気 圧 配 闘 の 雪 を 対 象 に 、 第 四 回 目 は 3 月 -4 月
頃 の 黄 砂 の シ ー ズ ン を ね ら っ て 調 査 を 行 い ま し た 。 表
10 は こ れ ま で の 調 査 期 間 を 示 し た も の で す 。
調 査 結 果
5 年 間 で 合 計 19 回 の 調 査 を 行 い 、 145 件 の デ ー タ を
お 寄 せ い た だ き ま し た （ 表 10) 。 平 成 6 年 7 月 の 調 査 は
梅 雨 時 期 に も か か わ ら ず 雨 が 全 く 降 ら ず 、 調 査 期 間 を
延 長 し て も 降 雨 の 可 能 性 が ほ と ん ど 無 か っ た た め 、 中
止 し ま し た 。 ま た 、 同 じ く 平 成 6 年 4 月 の 調 査 も 降 水 日 ・
降 水 量 が 少 な く 、 調 査 期 間 を 延 長 す る こ と で よ う や く
デ ー タ を 得 る こ と が 出 来 ま し た 。 平 成 6 年 の 異 常 少 雨
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表 10 調 査 の 期 間 と デ ー タ 件 数
数件
2 2 4 6 5 1 0 3 6 1 1 4 6 0 7 3 6 6 0 0 9 1 3 8 6 5
止
2 5 6 9 9 3 2 3 5 5
告 ー
11
ー 中 ー
1
報
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日6 8 0 2 0 9 6 0 8 8 4 0 8 7 2 6 3 1  
23312211321212 
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月7 9 1 2 3 7 0 2 3 7 1 1 4 7 0 1 7 0  
111111 
間 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜 〜期 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日査
2 9 2 1 2 3 2 6 2 3 1 1 6 1 2 2 0 1 0 2 2 9 9 2 4 1 4 8 1 5 2 3月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月
調
6 9 1 1 3 7 9 2 3 7 1 1 4 7 9 1 4 7 9  
111 
年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年 年3 3 3 4 4 4 4 4 5 5 5 5 6 6 6 7 7 7  成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成 成平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平 平
は 春 頃 か ら す で に 始 ま っ て い た よ う で す 。
さ て 、 表 11 は デ ー タ が 得 ら れ た 18 回 の 調 査 そ れ ぞ れ
に つ い て 、 集 ま っ た 全 て の pH デ ー タ を 単 純 平 均 し た
値 で す 。 pH は 水 の 中 の 水 素 イ オ ン 濃 度 を 逆 対 数 表 示
し た も の で 、 数 字 が 1 小 さ く な る と 酸 の 強 さ は 10 倍 強
く な る 性 質 が あ り 、 pH を 単 純 に 平 均 し た 場 合 、 水 素
イ オ ン 濃 度 を も と に 算 出 し た 平 均 pH に 比 べ て 数 字 が
大 き く な り ま す 。
観 測 期 間 中 の 平 均 pH が 最 も 低 く 、 強 い 酸 性 雨 が 多
く 観 測 さ れ た 調 査 は 平 成 4 年 1 月 の pH4.7 で 、 二 番 目 に
平 均 pH が 低 か っ た の は 平 成 6 年 1 月 の pH5.0 で す 。 両
者 と も 冬 の 期 間 で あ る こ と が 注 目 さ れ ま す 。 三 番 目 に
低 か っ た の は 7 月 の 調 査 の pH5.2 で 平 成 3 年 、 4 年 、 7 年
の 3 回 観 測 さ れ て お り 、 7 月 に も 意 外 に 強 い 酸 性 雨 が 降
る 場 合 が あ る こ と が わ か り ま し た 。 逆 に 、 平 均 pH が
高 く 、 強 い 酸 性 雨 が ほ と ん ど 降 ら な か っ た の は 平 成 3
年 9 月 で 平 均 pH は 6.1 で し た 。 二 番 目 が 平 成 3 年 11 月 、
平 成 4 年 9 月 、 平 成 5 年 7 月 の pH5.7 で 、 三 番 目 が 平 成 7
年 4 月 の pH5.6 で し た 。
表 12 は 報 告 デ ー タ 数 が 5 件 以 上 あ っ た 日 で 、 か つ 、
平 均 pH が 5 以 下 に な っ た 日 と 、 そ の 日 の pH の 頻 度 分
性 雨 が 観 測 さ れ 、 調 査 日 に よ っ て は 、 こ の 強 い 酸 性 雨
の 頻 度 が 50 パ ー セ ン ト を 越 え る 日 も 見 ら れ ま し た 。 ま
た 降 水 量 は 少 な い 日 が 多 い よ う で し た 。
た だ し 、 平 成 3 年 7 月 -11 月 ま で の デ ー タ は 、 一 週 間
単 位 で 観 測 を 行 っ た た め に 晴 れ た 日 の 乾 性 降 下 物 の 捕
捉 量 も 多 い と 考 え ら れ 、 一 日 毎 に 雨 の 採 取 を 行 っ た 他
表 11 各 調 査 の 平 均 （ 単 純 平 均 ） pH 
月 1   2  3  4  5   6  7  8  ，  10 11 12 
平 成 3 年 5.2 6.1 5.7 
平 成 4 年 4.7 5.5 5.2 5.7 5.5 
平 成 5 年 5.3 5.7 5.4 
平 成 6 年 5.0 5.5 中 止 5.4 
平 成 7 年 5.4 5.6 5.2 5.5 ヽ
表 12 強 い 酸 性 雨 が 観 測 さ れ た 日 の 頻 度 分 布
pH 範 囲 と 頻 度 分 布 （ パ ー セ ン ト ）
年 月 日 降( 水 m 量)  数 平 均 最 低 取 自 百向 鬼 4.3 ②  ③  5.0-5.5 ④  5.6-6.1 ⑤  6.2-6.7 附 '.s<pH pH pH 4.4-4.9 
H3/ 1/28-29 2.5 12 4.5 3.9 6.4 67 8  8  8  8  
H3/ 1/29-30 4.0 23 4.9 4.2 6.2 17 30 43 4   4  
H4/ 7/12-13 1.0 14 4.4 3.8 5.2 64 21 21 
H5/ll/ 6- 7  13 4.9 4.0 6.6 31 23 38 8  
H5/ll/ 8- 9  0.0 7  4.8 4.1 5.6 29 29 29 14 
H5/ll/ 9-10 0.0 7  4.9 4.2 5.4 14 29 57 
H6/ 1/26-27 6.0 16 4.9 4.1 5.8 13 50 19 13 6  
H6/ 1/27-28 15.0 14 4.6 3.6 6.2 50 29 7  14 
H6/ 4/27-28 5  4.9 4.2 5.6 60 20 20 
H6/ 4/28-29 3.5 11 4.6 3.9 5.6 64 18 18 
H6/ 9/24-25 10.5 26 4.9 4.0 5.8 23 23 35 19 
H7/ 1/7-18 0.0 7  4.9 4.4 5.8 71 14 14 
H7/ 7/15-16 0.5 13 4.9 4.2 5.6 23 31 38 8  
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図 60 降 水 量 と pH の 関 係
の 調 査 デ ー タ と や や 質 が 違 う た め 省 き ま し た 。 ま た 、
各 調 査 日 の 降 水 量 は 富 山 地 方 気 象 台 の 気 象 月 報 か ら 引,- 用 し た も の で 、 バ ケ ツ を 設 置 し た 日 の 値 を 引 用 し て あり ま す 。 降 水 量 の 観 測 は 0 時 か ら 24 時 ま で の 合 計 値 で
あ る の に 対 し 、 酸 性 雨 調 査 の 方 法 で は 午 前 中 に バ ケ ッ
を 設 置 し て 翌 日 の 午 前 中 に バ ケ ツ を 回 収 す る よ う に し
て い た だ い た た め 、 降 雨 が あ っ た 時 間 に よ っ て は 降 水
量 に ず れ が 生 じ る 場 合 が あ り ま す 。
図 61 平 均 pH が 低 か っ た 日 の 分 布 (1 月）
さ て 、 図 60 は 平 均 pH が 低 か っ た 平 成 4 年 ・ 平 成 6 年 1
月 の デ ー タ 、 お よ び 、 平 成 3 年 ・ 4 年 ・ 7 年 の 7 月 の デ ー
タ 、 さ ら に 、 平 均 pH が 高 か っ た 平 成 4 年 9 月 ・ 平 成 5 年
7 月 の デ ー タ を も と に 一 日 毎 の 降 水 量 と 平 均 pH と の 関
係 を プ ロ ッ ト し た も の で す 。 酸 性 雨 が 強 か っ た 1 月 と 7
月 を 比 較 す る と 、 1 月 の 場 合 は 降 水 量 に 対 す る pH の 値
の 巾 が 広 く 、 点 が バ ラ け て い ま す が 、 7 月 の 場 合 は ば
ら つ き の 巾 が 狭 く な っ て い ま す 。 ど ち ら も 降 水 量 が 多
く な る と pH は 高 く な る 傾 向 が み ら れ ま し た 。 こ れ に
対 し 、 平 均 pH の 高 か っ た 7 月 、 9 月 の デ ー タ で は 多 く
の 点 が pH5. 以 上 の 所 に あ り 、 降 水 量 と の 関 係 も あ ま
り あ り ま せ ん で し た 。
酸 性 雨 の 分 布
さ て 、 図 61 、 62 は 平 均 pH が 低 く 、 強 い 酸 性 雨 が 多
く 観 測 さ れ た 日 の pH の 分 布 の 様 子 を 表 示 し た も の で
す 。 強 い 酸 性 雨 は 、 市 の 中 央 部 よ り も 周 辺 の 地 域 に 多
く 観 測 さ れ る 傾 向 が 見 ら れ ま し た 。 中 央 部 で は 道 路 粉
塵 な ど の 中 和 作 用 に よ っ て pH が 高 く な る も の と 考 え
ら れ ま す 。
図 63 、 64 は 平 均 pH が 高 か っ た 日 の pH の 分 布 で す 。
鳳
強 い 酸 性 雨
・,.; 
中 i且 度 船 性 雨
強 い 苗 性 雨
6  
弱 い 酸 性 雨
中 程 度 骰 性 雨
• 
.  
i苅 弱 中 1生 雨
弱 い 苗 性 雨
゜
“  
弱 中 性 雨 ヽ J
m 弱 中 11 雨
1 平 均 p H = 5.1 I  1// I .ヽ. ,- ゜
゜
j  ＼ヽ 1 中 性 雨
弱 中 性 雨
『
中゜ 性 雨
図 63 平 均 pH が 高 か っ た 日 の 分 布 (7 月）
，■ ．  ,  涵 孔 , .豆 い 諒 性 司 強 い 酸 仕 雨A  中ll 柑 度 b 牝 性 而中 弓 度 酸 性 雨．  
弱 し 酔 性 雨 弱 い Mi 生 雨
寓 負・
改 弱 中 性 雨
゜ ゜弱 字 性 雨 弱 中 性 而
゜ ゜I平 均 p H = u  I  II I  I"-.. △  , - - ＼ ＼  I  c;;f 生 雨 中 性 雨
図 62 平 均 pH が 低 か っ た 日 の 分 布 (7 月） 図 64 平 均 pH が 高 か っ た 日 の 分 布 (9 月）
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平 均 pH が 高 か っ た 日 に は 、 pH が 7.4 以 上 の デ ー タ が
市 の 中 央 部 に 見 ら れ 、 や は り 道 路 粉 塵 な ど の 中 和 作 用
が 働 い て い る よ う で す 。
ま と め
5 年 間 に わ た る 調 査 の 中 か ら 以 下 の よ う な こ と が 見
え て き ま し た 。
① 日 本 海 側 の 地 域 で は 冬 期 に 降 水 の p H が 低 下 す
る 現 象 が 見 ら れ ま す が 、 今 回 の 調 査 で も 11 月 ～
◆  積
は じ め に
積 雪 の 調 査 は 、 長 い 期 間 継 続 し て 毎 日 雪 を 測 る と い
う た い へ ん 根 気 の い る 調 査 で す 。 そ れ に も か か わ ら ず 、
四 冬 期 間 で 、 個 人 で は 40 数 名 か ら 30 数 名 の 方 が ほ ぼ 継
続 し て 、 ま た 、 学 校 で は 多 い 年 で 10 数 名 の 生 徒 が 、
貴 重 な デ ー タ を 寄 せ て 下 さ い ま し た 。 調 査 の 結 果 、 以
下 に 述 べ る よ う に 、 富 山 市 と い う 限 ら れ た 範 囲 で も 、
雪 の 降 り 方 に 地 域 差 が あ る こ と が 分 か り ま し た 。
調 査 方 法
雪 が 積 も っ て い る 日 に 、 積 雪 の 深 さ を 測 っ て い た だ
き ま し た 。 時 刻 は 、 で き れ ば 朝 9 時 頃 、 そ し て 場 所 は 、
草 地 で 建 物 な ど の 影 の 影 響 を 受 け な い 所 の 積 雪 を 測 っ
て も ら う こ と に し ま し た が 、 調 査 員 の 生 活 環 境 の 違 い
に よ っ て 、 必 ず し も 全 て 統 一 し た 時 刻 と 適 切 な 場 所 を
選 べ た わ け で は あ り ま せ ん 。
調 査 結 果
調 査 者 の 分 布
調 査 さ れ た 方 々 の 分 布 は 図 65 の よ う に な っ て い ま す 。
今 回 の 調 査 で は 、 主 に 南 北 方 向 に 、 海 岸 部 と 内 陸 部 と
い う 観 点 か ら デ ー タ を あ つ か い ま し た 。
図 65 観 測 者 の 位 置
1 月 の 冬 期 の 観 測 で 強 い 酸 性 雨 が 観 測 さ れ る こ
と が 多 く 、 同 様 な 結 果 が 得 ら れ ま し た 。
② 梅 雨 時 の 7 月 に も 強 い 酸 性 雨 が 観 測 さ れ る 場 合
が 意 外 に 多 い こ と が わ か り ま し た 。
③ 市 内 を 面 的 に み る と 、 強 い 酸 性 雨 は 市 の 中 央 部
よ り も 周 辺 部 で 多 く 観 測 さ れ る こ と が わ か り ま
し た 。 こ れ に は 道 路 粉 塵 な ど の 中 和 作 用 が 関 わ
っ て お り 、 市 の 中 央 部 の 大 気 は 周 辺 部 に 比 べ て
や や 汚 れ て い る こ と が 調 査 か ら も わ か り ま し た 。
雪 ◆
調 査 期 間 中 の 冬 の 特 徴 と 積 雪 量
1980 年 代 の 末 以 降 、 日 本 の 冬 は 全 国 的 な 高 温 お よ び
日 本 海 側 の 少 雪 傾 向 が 続 い て い ま す 。 調 査 期 間 で あ る
19/92 年 か ら 194/95 年 の 冬 は 、 こ の よ う な 傾 向 の
ら は 暖 冬 少 雪 な が ら も 少 し 平 年 値 に 戻 る 傾 向 が 、 気 象
庁 な ど の 寒 候 期 予 想 な ど で 指 摘 さ れ て い ま す 。 そ の こ
と は 、 表 13 に 示 し た よ う に 、 富 山 の 1 、 2 月 の 平 均 気 温
を 見 て も 明 ら か で す 。 こ れ は ま た 、 積 雪 の 一 冬 期 全 体
の 推 移 に も 表 れ て い て 、 図 6 に 示 し た よ う に 同 じ 地 点
の 4 年 間 の 観 測 記 録 か ら も 見 る こ と が で き ま す 。 ま た 、
同 図 か ら は 、 海 岸 部 と 内 陸 部 で か な り 積 雪 量 が 違 う こ
と も 分 か り ま す 。
表 13 観 測 期 間 中 の 冬 期 の 平 均 気 温
1 月 2 月
平 年 値 (1961-90) 2.0 ℃  2.2 ℃  
1  9  9  2  4.0 ℃  3.4 ℃  
1  9  9  3  3.8 ℃  4.3 ℃  
1  9  9  4  2.9 ℃  2.1 ℃  
1  9  9  5  1.7 ℃  2.7 ℃  
積 雪 お よ び 降 雪 量 の 地 域 差 の 分 布
全 体 に い え る こ と は 、 海 岸 部 に 比 べ 内 陸 で は 一 般 に
雪 が 多 い と い う こ と で す 。 例 え ば 、 193/94 年 の 冬 に
つ い て 地 域 別 に 示 す と 図 67 の よ う に な り ま す 。 こ れ は 、
積 雪 の グ ラ フ で す か ら 降 っ た 雪 と 解 け た 雪 の 両 方 の 差
の 効 果 が 表 れ て い る こ と に な り ま す 。 融 け る 場 合 は 、
観 測 場 所 の 環 境 に か な り 左 右 さ れ 、 融 け る 量 を 見 積 も
る こ と は 難 し い の で 、 降 っ た 雪 の だ い た い の 量 を 見 積
も る こ と に し て み ま し た 。 そ れ は 、 前 の 日 か ら ど れ ＜
ら い 雪 が 増 え た か 、 す な わ ち 前 日 と の 積 雪 深 の 差 を と っ
て お よ そ 一 日 の 降 雪 量 と し ま し た 。 図 67 と 同 じ デ ー タ
を 使 っ て お よ そ の 降 雪 を 求 め た も の が 図 68 で す 。 こ れ
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図 66 観 測 期 間 の 年 別 の 冬 期 間 積 雪 深 の 推 移 （ 海 岸 と 内 陸 ）
を 見 る と 、 ま と ま っ た 降 雪 の あ る 日 で は 、 概 し て 内 陸
の 方 が 多 く 、 何 回 か は 海 岸 部 で も 内 陸 と 同 じ く ら い 降
る こ と が あ る の が 分 か り ま す 。 す な わ ち 、 積 雪 が 内 陸
の 方 が 多 い 要 因 の 一 つ は 、 1 日 程 度 の ま と ま っ た 降 雪
で み る と 、 海 岸 で 極 端 に 多 い こ と が 少 な く 概 し て 内 陸
で 多 く 降 る と い と い う こ と が 言 え ま す 。 た だ 、 194/
.95 年 で は こ の 傾 向 は 弱 く 、 降 雪 が あ っ た 時 は 比 較 的 全
域 に 同 じ よ う に 降 る こ と が 多 か っ た 年 で し た （ 図 70
194/5 積 雪 ・ 降 雪 俯 諏 図 参 照 ） 。
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降 雪 量 の 分 布
図 69 に 具 体 的 な 降 雪 の 地 域 分 布 の タ イ プ 別 事 例 を 示 し ま し た 。
（ 区 画 内 の 数 字 が 前 日 か ら の 降 雪 量 。 単 位 cm)
海 岸 少 タ イ プ
194.1.18 ~  19 
18 日 北 日 本 中 心 に 冬 型 ．
19 日 冬 型 つ づ く 。 未 明 に 関 東 で 雪 ．
東 北 道 、 常 盤 迎 で 衝 突 事 故 ．
海 岸 多 タ イ プ
195.3~ 14 
13 日 日 本 海 側 に 大 雪 警 報 ．
輪 島 上 空 (50hPa)-37.9 ℃.
海 岸 多 タ イ プ
194.23~ 
23 日 輪 島 (50hPa) で、 -42.1 ℃.
北 陸 で 数 年 ぶ り の 大 雪 。 福 井 で 積 雪 6cm.
24 日 全 国 的 に 冷 え 込 む 。 鹿 児 島 で 初 冬 日 を 観 測 ．
中 心 多 タ イ プ
1994.2.3----4 
3 日 干 島 沖 で 低 気 圧 発 達 ． 強 い 冬 型 、
名 古 屋 で 積 雪 10cm.
4 日 冬 型 つ づ く 。 札 幌 で 積 雪 14cm.
図 69 地 域 降 雪 図 の 4 タ イ プ
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so 
60 
降 雪
• l 月 3 0 日 秋 田 上 空 CSOhP ) -42 .9 ℃  .  • 、 1 月 1‘  • 1 月 1 0 日 北 陸 自 動 軍 辺 で 2 9 台 の 玉 突 事 故
1 月 6 日  籟 g 上 空 (SOhP ) -3 9.5 ℃ .  
四 吟 埠 む． 北 海 3 、 1 域 で 玉 突 亭 故 ．
縦 の 軸 は 、 観 測 者 。 番 号 が 若 い ほ ど 内 陸 で 東 よ り 。 横 軸 は 日 付 の 軸 。
1 2 月 10 日 か ら 2 月 28 日 ま で 。 棒 の 高 さ が 、 観 測 さ れ た 積 雪 の 深 さ を 表 す 。
図 7 0 1 9 9 4 / 95 年 の 梢 雪 と 降 雪 の 全 体 俯 職 図
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◆  気 品.• ‘  ◆  
は じ め に
都 市 が 発 達 し 、 工 場 で 使 う 熱 や 家 庭 で の 冷 暖 房 に よ
る 熱 、 自 動 車 の 排 気 ガ ス な ど が 増 加 す る こ と な ど に よ っ
て 、 都 市 の 中 心 の 気 温 が 周 囲 よ り 高 く な る 現 象 が 起 き
ま す 。 地 図 の 上 で 気 温 分 布 を 描 く と 、 都 市 の 領 域 が 島
の よ う に 見 え る の で ヒ ー ト ア イ ラ ン ド （ 熱 の 島 ） と 呼
ば れ て い ま す 。 こ の 現 象 は 風 が 弱 く 晴 れ た 夜 に よ く 発
達 し 、 周 辺 と の 気 温 差 は 大 都 市 ほ ど 大 き く な り ま す 。
こ の 調 査 は 中 都 市 で の ヒ ー ト ア イ ラ ン ド の 実 態 調 査
の 資 料 と し て 、 夏 と 冬 に お け る 富 山 市 内 の 気 温 分 布 を
調 べ て い た だ き ま し た 。
r  観 測 方 法牛 乳 パ ッ ク の 空 箱 の 下 部 を 切 り と り 側 面 に 切 れ 目 を
入 れ て 風 通 し を よ く し 、 そ の 中 に 温 度 計 を 入 れ て 目 の
高 さ に つ る し 、 夏 と 冬 の 一 定 期 間 、 毎 晩 午 後 9 時 に 気
温 を 測 定 し て も ら い ま し た 。
結 果
夏 （ 調 査 期 間 平 成 6 年 7 月 21 日 -8 月 20 日）
各 観 測 者 の 観 測 地 点 を 図 71 の よ う に 9 地 域 に 分 け 、
南 北 方 向 お よ び 東 西 方 向 の 期 間 中 の 平 均 気 温 と 睛 天 日
の 平 均 気 温 を 求 め ま し た 。
そ の 結 果 、 南 北 ・ 東 西 両 方 向 と も 市 内 中 心 地 域 を ピ ー
ク に 周 辺 に い く に つ れ て 気 温 が 減 少 す る 、 南 部 地 域 は
他 地 点 よ り 気 温 が 低 い 、 晴 天 の 夜 は 気 温 が 高 い 、 と い
う こ と が わ か り ま し た （ 図 72 、 73) 。,. 
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図 73 東 西 気 温 分 布 図
冬 （ 調 査 期 問 平 成 6 年 12 月 25 日 ～ 平 成 7 年 2 月 24 日）
各 観 測 地 点 で の 平 均 気 温 を 0.5 ℃ ご と の 6 段 階 に 分 け 、
全 観 測 日 お よ び 晴 天 日 の 平 均 気 温 を 調 べ ま し た 。 （ 図
74 、 図 75)
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図 71 地 域 分 布 図
図 74 全 デ ー タ か ら 求 め た 平 均 気 温 の 分 布
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図 75 晴 天 時 の 平 均 気 温 の 分 布
そ の 結 果 、 気 温 の 高 い 領 域 は 富 山 市 街 中 心 よ り や や
南 側 に あ る 、 晴 天 の 夜 は 気 温 が 低 い と い う こ と が わ か
り ま し た 。
ま と め
今 回 の 調 査 か ら 、 夏 は 市 の 中 心 部 を 高 温 域 と し て 南
北 に 1..-.,3 ℃ 、 東 西 に 1 ℃ の 気 温 差 が あ り 、 冬 は 市 の 中
心 部 よ り や や 南 が 高 温 域 で あ る こ と が わ か り ま し た 。
調 査 を 終 え て
今 回 の 調 査 は 、 市 民 の 皆 さ ん に 、 富 山 市 の 自 然 を 陸
地 、 水 中 、 空 と 、 丸 ご と 調 査 し て い た だ い た も の で す 。
陸 上 の 生 き 物 の 分 布 か ら は 、 水 辺 や 緑 の 空 間 が ほ ど よ
く 見 ら れ る 都 市 で あ る こ と が う か が え ま し た 。 水 辺 は
洪 水 防 止 の た め 整 備 さ れ 、 水 中 に は ゴ ミ が あ っ た り と 、
災 害 に 対 す る 備 え や 人 問 生 活 の 影 響 も 読 み 取 れ ま し た 。
富 山 の 夜 空 は 、 市 街 地 が 明 る ＜ 、 中 心 部 の 気 温 が 高 く
都 市 化 し て い る こ と も わ か り ま し た 。 ま た 、 酸 性 雨 の
調 査 か ら も 、 市 街 地 と 周 辺 部 と の 大 気 の 汚 れ ぐ あ い の
ち が い が 見 え て き ま し た 。 積 雪 は 、 地 域 に よ っ て 違 う
こ と も わ か り ま し た 。 こ の よ う に 、 192-6 年 度 の
32 万 都 市 富 山 の 自 然 環 境 が お お ま か に 分 か り ま し た が 、
こ れ は 、 多 く の 市 民 の 皆 さ ん に 調 査 に 参 加 し て い た だ
き 、 多 く の 基 本 的 な デ ー タ を 収 集 し て い た だ い た 結 果
と 言 え ま す 。 ま た 、 こ の よ う な 調 査 は 、 過 去 に 行 わ れ
た こ と が あ り ま せ ん の で 、 富 山 市 の 自 然 環 境 の 変 化 を
知 る 上 で の ス タ ー ト と 言 え ま す 。 調 査 結 果 を 見 る 限 り
富 山 市 に は 、 ま だ 豊 か な 自 然 が 残 っ て い る と 言 え ま す
が 、 将 来 、 変 化 を し て い く 可 能 性 も 大 い に あ り ま す の
で 、 将 来 に わ た る 継 続 的 な 調 査 が 必 要 で す 。 そ れ に は 、
再 び 多 く の 市 民 の 皆 様 の 協 力 が 必 要 で す 。 10 年 後 、 20
年 後 の 富 山 市 に は ど の よ う な 自 然 が あ る の か 見 守 っ て
い っ て い た だ き た い も の で す 。
最 後 に な り ま し た が 、 5 年 間 も の 長 期 に わ た り 、 調
査 に 参 加 し て い た だ い た 多 く の 市 民 の 皆 様 、 市 内 小 学
5 年 の 児 童 の 皆 様 に 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。 ま た 、 デ ー
タ 入 力 等 ポ ラ ン テ ィ ア の 方 々 に 協 力 を い た だ き ま し た 。
厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。
調 査 に 参 加 し て い た だ い た 皆 様
水 ・ 緑 ） 、 安 倍 松 治 （ 水 ・ 緑 ） 、 安 部 次 郎 （ 水 ・ 緑 ） 、 荒 井 真
理 子 （ 空 ） 、 有 沢 彰 （ 空 ） 、 粟 島 紀 子 （ 緑 ） 、 荒 木 和 子 （ 緑 ） 、
井 城 邦 利 （ 空 ） 、 飯 田 政 夫 （ 水 ・ 緑 ） 、 飯 波 京 子 （ 空 ） 、 庵
谷 す み （ 緑 ） 、 五 十 里 彰 彦 （ 水 ） 、 池 下 光 代 （ 空 ・ 緑 ） 、 池
田 明 美 理 沙 （ 緑 ） 、 池 田 淳 （ 水 ・ 緑 ） 、 石 井 武 志 （ 水 ） 、 石
石 坂 ひ と 美 （ 緑 ） 、 石 坂 友 輔 （ 緑 ） 、 石 坂 祥 子 （ 緑 ） 、 石 田
め ぐ み ， ま ゆ み ・ 弘 （ 緑 ） 、 石 田 泉 （ 緑 ） 、 石 本 和 子 （ 緑 ） 、
緑 ） 、 稲 葉 遵 子 ， 雄 三 （ 水 ） 、 井 上 さ ち 子 （ 空 ） 、 井 上 浩 一
（ 五 十 音 順 、 敬 称 略 ）
之 （ 水 ） 、 岩 井 く み 子 （ 緑 ） 、 岩 田 ゆ い （ 空 ） 、 上 霜 麻 衣
（ 水 ） 、 上 田 幸 二 （ 空 ） 、 上 野 典 子 （ 緑 ） 、 上 野 美 智 代 （ 水 ） 、
基 洋 子 （ 空 ） 、 浦 田 清 美 （ 緑 ） 、 浦 田 み ど り （ 緑 ） 、 浦 田
香 代 子 （ 緑 ） 、 浦 田 和 夫 （ 緑 ） 、 江 上 和 代 （ 緑 ） 、 江 尻 裕 子
（ 空 ） 、 遠 藤 葉 子 （ 水 ） 、 老 田 真 和 （ 空 ） 、 老 月 由 美 子 （ 緑 ） 、
大 鋸 祐 子 ， 立 邦 （ 空 ・ 緑 ） 、 大 島 奈 緒 子 （ 水 ・ 緑 ） 、 太 田 祐
美 （ 空 ） 、 太 田 正 夫 （ 空 （ 温 ） ） 、 大 谷 芙 美 子 （ 水 ・ 緑 ） 、 大
智 （ 緑 ） 、 小 川 真 一 （ 緑 ） 、 小 川 泰 子 （ 緑 ） 、 奥 田 健 雄 （ 水 ・
緑 ） 、 林 由 美 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 奥 村 敏 夫 ， さ ち 子 （ 空 （ 温 ） ・ 緑 ） 、
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奥 村 和 子 （ 緑 ） 、 小 野 静 子 （ 緑 ） 、 小 俣 美 年 子 （ 緑 ） 、 面 高
の り 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 鹿 熊 順 子 （ 空 ） 、 笠 井 武 志 （ 緑 ） 、 樫 山
三 則 奈 緒 （ 緑 ） 、 梶 川 雅 代 （ 緑 ） 、 片 岡 直 昭 （ 水 ） 、 加 田
孝 夫 充 （ 空 ・ 緑 ） 、 加 藤 治 好 ， 正 枝 ・ 秋 子 （ 緑 ） 、 榜 川 哲 弘
（ 緑 ） 、 金 谷 正 治 ， 知 宏 （ 空 ・ 緑 ） 、 金 森 仁 美 （ 水 ） 、 金 山 昌
金 塚 睦 子 （ 緑 ） 、 金 丸 健 二 ， 万 佐 子 （ 緑 ） 、 鎌 形 由 紀 ， 容
（ 緑 ） 、 京 谷 淑 子 （ 緑 ） 、 北 沢 光 子 （ 緑 ） 、 北 代 十 三 子 （ 緑 ） 、
久 次 節 子 （ 緑 ） 、 葛 島 元 美 （ 空 ・ 緑 ） 、 久 保 真 佐 美 （ 空 ・ 緑 ） 、
伸 治 （ 緑 ） 、 久 和 浩 美 （ 空 ） 、 軍 記 金 作 （ 緑 ） 、 小 泉 敏 夫
藤 千 代 子 （ 緑 ） 、 斎 藤 義 一 （ 緑 ） 、 斉 藤 章 太 郎 （ 緑 ） 、 斉 藤
麻 美 （ 空 ） 、 斉 藤 恵 理 （ 水 ） 、 酒 井 浩 子 （ 緑 ） 、 酒 井 祥 子
（ 緑 ） 、 酒 井 宣 子 （ 緑 ） 、 酒 井 光 芳 （ 水 ・ 緑 ） 、 酒 井 ユ キ エ
（ 緑 ） 、 坂 田 麻 実 （ 水 ・ 緑 ） 、 崎 山 敏 明 （ 水 ） 、 作 田 清 剛 （ 緑 ） 、
櫻 井 醇 児 令 子 （ 空 （ 温 ） ・ 緑 ） 、 佐 藤 英 逸 （ 空 ） 、 佐 藤 朋
汐 海 美 貴 ， 規 人 （ 水 ） 、 志 鷹 富 子 （ 空 （ 温 ） ・ 緑 ） 、 柴 田 万
嶋 田 光 男 美 江 子 （ 緑 ） 、 島 野 徹 （ 空 ） 、 島 村 美 代 子 （ 空 ・
緑 ） 、 志 村 幸 光 ， 章 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 下 野 孔 明 （ 緑 ） 、 下 山 百
合 子 （ 空 （ 温 ） ） 、 白 井 修 之 （ 空 ） 、 白 川 硬 ー （ 空 ） 、 富 山 女
（ 空 ・ 緑 ） 、 瀬 山 和 彦 （ 水 ） 、 宗 滉 子 （ 緑 ） 、 惣 元 博 和 （ 水 ） 、
高 尾 由 美 子 （ 緑 ） 、 高 木 ひ と み （ 緑 ） 、 高 嶋 和 子 （ 緑 ） 、 高
高 橋 登 志 子 （ 緑 ） 、 高 橋 路 子 （ 緑 ） 高 原 卓 爾 （ 空 ） 、 高 松
智 広 （ 空 ） 、 高 柳 典 子 ， 知 大 ・ 香 奈 恵 （ 水 ・ 緑 ） 、 田 口 松 男
島 悟 （ 水 ） 、 田 島 孝 （ 空 ） 、 館 郁 子 （ 緑 ） 、 立 田 浩 ， 美 智 子
（ 空 （ 温 ） 入 田 中 た か 子 （ 水 ・ 緑 ） 、 田 中 花 子 （ 緑 ） 、 田 中
月 岡 中 学 校 自 然 愛 好 ク ラ プ （ 緑 ） 、 辻 博 美 （ 空 ） 、 津 田 昭
（ 緑 ） 、 戸 田 美 代 子 （ 緑 ） 、 友 野 勝 子 （ 緑 ） 、 度 山 紀 子 （ 緑 ） 、
虎 尾 恵 美 子 （ 緑 ） 、 土 井 克 浩 （ 水 ） 、 中 井 順 子 （ 空 ・ 緑 ） 、
中 川 英 司 （ 緑 ） 、 中 川 敏 子 （ 緑 ） 、 中 川 京 子 （ 緑 ） 、 中 川
男 （ 水 ） 、 中 島 恵 子 （ 水 ・ 緑 ） 、 中 田 美 智 子 （ 緑 ） 、 中 田 百
合 子 玲 子 （ 水 ・ 緑 ） 、 中 田 恵 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 中 田 秀 芳 （ 緑 ） 、
中 田 幸 恵 （ 空 （ 温 ） ） 、 仲 田 緑 （ 緑 ） 、 中 谷 義 昭 （ 緑 ） 、 中 西
善 雄 （ 緑 ） 、 中 西 美 智 子 （ 緑 ） 、 中 林 容 子 （ 緑 ） 、 仲 嶺 哲
雄 （ 緑 ） 、 中 村 正 治 （ 緑 ） 、 中 村 安 （ 緑 ） 、 中 村 祐 子 （ 緑 ） 、
中 山 美 保 子 （ 緑 ） 、 中 山 進 （ 空 ） 、 中 山 あ け み ， 顕 治 （ 空 ・
一 美 （ 空 ） 、 南 部 潔 志 （ 緑 ） 、 西 井 広 樹 （ 空 （ 温 ） ） 、 西 尾
緑 ） 、 野 口 淑 子 （ 空 ） 、 野 口 松 雄 （ 緑 ） 、 野 口 善 三 （ 緑 ） 、 野
中 雄 平 （ 空 ） 、 野 中 義 夫 （ 空 ） 、 橋 本 扶 美 子 （ 緑 ） 、 橋 本
十 代 ー （ 水 ） 、 長 谷 川 ユ リ （ 緑 ） 、 長 谷 川 直 史 （ 水 ） 、 畠 山
林 幸 子 （ 緑 ） 、 林 初 枝 （ 緑 ） 、 林 昌 子 （ 空 （ 温 ） ） 、 火 瓜 直
平 垣 美 子 （ 空 ） 、 平 木 智 美 （ 緑 ） 、 平 塚 留 美 子 （ 緑 ） 、 平 林
美 樹 （ 空 ） 、 広 瀬 芳 夫 （ 水 ・ 緑 ） 、 深 谷 光 代 （ 緑 ） 、 深 山 美
津 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 福 田 泰 文 （ 緑 ） 、 福 田 保 （ 空 ・ 水 ・ 緑 ） 、 福 村
弘 子 （ 緑 ） 、 藤 井 登 志 子 （ 緑 ） 、 藤 井 成 夫 （ 水 ） 、 藤 井 信
細 野 き よ み （ 空 ） 、 堀 醇 子 （ 空 （ 温 ） 入 堀 忠 英 （ 水 ） 、 堀
加 奈 子 （ 空 ） 、 堀 晶 子 （ 緑 ） 、 堀 井 節 子 （ 緑 ） 、 堀 井 清 一
さ ち 子 （ 緑 ） 、 牧 静 枝 （ 緑 ） 、 牧 美 紀 （ 緑 ） 、 牧 田 昌 美 （ 空 ・
子 （ 空 ） 、 松 下 裕 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 松 田 雅 巳 ， 沙 弓 ・ 晴 佳 （ 空 ・
緑 ） 、 松 田 良 子 （ 空 （ 温 ） ・ 緑 ） 、 松 田 敦 子 （ 空 ・ 緑 ） 、 松 野
松 本 謙 ー （ 空 ） 、 松 本 智 明 （ 空 ） 、 松 山 朋 保 （ 空 ・ 緑 ） 、 松
山 明 美 （ 空 ） 、 三 日 市 寛 （ 緑 ） 、 三 島 穣 （ 水 ・ 緑 ） 、 水 島 千
水 野 美 幸 （ 緑 ） 、 溝 口 悦 子 （ 空 ・ 水 ・ 緑 ） 、 南 正 和 （ 空 （ 温 ） ・
水 ・ 緑 ） 、 宮 崎 三 枝 子 （ 緑 ） 、 宮 崎 ま ゆ み （ 緑 ） 、 宮 島 和 子
（ 空 ） 、 宮 瀬 嘉 都 美 （ 緑 ） 、 宮 本 悦 子 （ 緑 ） 、 村 せ つ 子 （ 水 ・
緑 ） 、 村 上 和 子 （ 緑 ） 、 室 井 ひ と み （ 空 （ 温 ） ） 、 室 江 秀 晃 ，
11 良 美 （ 緑 ） 、 森
武 （ 空 （ 温 ） ・ 緑 ） 、 森 恵 子 （ 緑 ） 、 森 則 子 （ 緑 ） 、 守 川 秀 子
（ 水 ） 、 森 作 三 恵 子 （ 緑 ） 、 守 屋 節 子 （ 緑 ） 、 森 山 千 賀 子
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（ 緑 ） 、 安 田 浩 二 （ 空 ・ 緑 ） 、 安 元 雅 子 （ 緑 ） 、 柳 澤 さ と 子
（ 緑 ） 、 柳 原 恵 利 子 （ 水 ） 、 山 口 良 枝 （ 緑 ） 、 山 崎 真 理 子
（ 空 ・ 緑 ） 、 山 田 弘 子 ， 恵 大 （ 水 ・ 緑 ） 、 山 田 直 樹 （ 空 （ 温 ） ・
水 ） 、 山 室 幸 子 （ 緑 ） 、 山 本 博 司 （ 空 ） 、 山 本 佐 和 子 ， 真 由
子 （ 緑 ） 、 山 本 直 美 （ 水 ・ 緑 ） 、 山 元 睦 子 （ 緑 ） 、 吉 野 英 一
（ 空 ） 、 吉 田 麻 里 子 （ 緑 ） 、 四 ツ 谷 瑞 子 （ 空 ） 、 米 沢 昇 （ 緑 ） 、
（ 緑 ） 、 若 林 舞 子 （ 水 ） 、 若 松 靖 子 （ 緑 ） 、 鷲 塚 歌 子 （ 水 ） 、
調 査 に 参 加 し て い た だ い た 富 山 市 内 小 学 校 名
総 曲 輪 小 学 校 、 愛 宕 小 学 校 、 西 田 地 方 小 学 校 、 星 井 町
小 学 校 、 五 番 町 小 学 校 、 八 人 町 小 学 校 、 柳 町 小 学 校 、
清 水 町 小 学 校 、 桜 谷 小 学 校 、 五 福 小 学 校 、 安 野 屋 小 学
校 、 奥 田 小 学 校 、 奥 田 北 小 学 校 、 東 部 小 学 校 、 新 庄 小
学 校 、 藤 ノ 木 小 学 校 、 岩 瀬 小 学 校 、 針 原 小 学 校 、 浜 黒
崎 小 学 校 、 大 広 田 小 学 校 、 豊 田 小 学 校 、 広 田 小 学 校 、
神 明 小 学 校 、 堀 川 小 学 校 、 堀 川 南 小 学 校 、 山 室 小 学 校 、
山 室 中 部 小 学 校 、 蛯 川 小 学 校 、 太 田 小 学 校 、 萩 浦 小 学
校 、 熊 野 小 学 校 、 月 岡 小 学 校 、 新 保 小 学 校 、 四 方 小 学
校 、 八 幡 小 学 校 、 草 島 小 学 校 、 倉 垣 小 学 校 、 呉 羽 小 学
校 、 長 岡 小 学 校 、 寒 江 小 学 校 、 老 田 小 学 校 、 古 沢 小 学
校 、 池 多 小 学 校 、 水 橋 中 部 小 学 校 、 水 橋 西 部 小 学 校 、
水 橋 東 部 小 学 校 、 三 郷 小 学 校 、 上 条 小 学 校 、 富 山 大 学
教 育 学 部 附 属 小 学 校
担 当 者 ‘  
緑 コ ー ス
植 物 太 田 道 人 、 坂 井 奈 緒 子
昆 虫 根 来 尚
貝 な ど 布 村 昇
カ エ ル 、 鳥 な ど 南 部 久 男
水 コ ー ス
南 部 久 男 、 根 来 尚 、 太 田 道 人 、 坂 井 奈 緒 子 、 朴 木 英 治
空 気 コ ー ス
星 座 ウ ォ ッ チ ン グ 渡 辺 誠 、 布 村 克 志
酸 性 雨 朴 木 英 治
積 雪 石 坂 雅 昭
気 温 吉 村 博 儀
学 校 と の 連 絡 調 整 宮 本 望 、 永 井 秀 明 ｀  志 波 友 子作 図 ・ 表 紙 デ ザ イ ン 石 井 佐 代 子
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